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日 本の造林技術を

もっと‘‘方”ゾ、

佐聯敬二

〔九州大学，名誉教授〕

ことしは旱天が続いたせいか，あたりの山林，ことに里山近くで，マツの紅葉が目だって

きた。マツクイムシの被害だ。さいきんは，マツの造林をスッカリ断念した林業家も少なくな

い。

ひところ大問題となった東北，北海道のカラマツの先枯病は，その後どうなったであろうか，

｢便りのないのがよい便り」であってくれれば，幸いこの上ないことだ。

スギタマバエは，九州のような暖地だけのものかと思っていたところ，あにはいらんや，中

国，近畿はおろか，北陸にまで出没すると聞いてはまさに驚きである。この虫は，われわれの

観察にもし誤りがないとすれば，どちらかというと，アカスギやホンスギのような，葉の軟か

い，曲線型のウラスギ系を好む傾向があるから，その行く末がそら恐ろしい。

さらに格段とこわいのが，スギザイノタマバエ。これはマツクイムシ同様，幹の皮下にもぐ

って，材をダイなしにするから，手におえぬ。今でこそ，熊本・宮崎の局部に限られているが，

なん時スギタマバエのように北上するやら，思っただけで身の毛がよだつ。

木材不足の現下，資源増強の至上命令のもと，拡大造林ごもつとも，林秘|駁換賛成ではある

が，せっかく拡大し，また転換した造林地を，虫の餌としてよいものだろうか。もっとその方

にも力を入れてしかるべきではないだろうか。政策にも技術にも，強い反省が望まれる。余談

だが，ある国立林業試験場技官の「BHCで殺せますよ」の答には，あいた口がふさがらなか

った。

さて，欧州先進国の林業視察をたび重ねるに従って，強く反省させられることの一つに，育

林技術の方向の問題がある。日本の人工造林技術はトップレベルをいくものだが，もう今から

は，ソロソロ，もっと病虫害に強く，安全度の高い方向へ，研究も実践も向かうべきではある

まいか，とわたくしには思われる。

明治末から大祇期にかけて，有能な先覚者たちの必死の努力にもかかわらず，天然更新が十

分な成果を収めえなかったことは認めざるを得ないが，路網も薬剤も肥料も，現在は昔日の比

でなく，植栽による択伐混交林さえ実在している。

極端に“右”に走った今日の造林法ば，いま少し“左”よりに振れてもよいのではなかろう

か。
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退官のご挨拶

若林正武
〔前林野庁長官〕

一

秋風さわやかな候となりましたが，皆様方にはますますご清栄のこととお慶び申し上げ

ます。

さて小生このたび林野庁長官の職を退くこととなりました。願ゑますと，林野関係に職

を奉じましてから二十年余の歳月が経過いたしましたが，皆様とともにした苦楽の数点を

思いおこしますと，まことに感概深いものがあります。その間，終始気持よく過ごすこと

ができましたことは皆様のご厚情の賜物と衷心より深くお礼申し上げる次第であります。

最近のわが国林業をとりまく諸情勢はますます厳しいものがあり，これら諸情勢に対応

すべき林政上の新しい要請と，皆様のご期待とを担って長官に就任してよりわずか一年有

余で職を退くことはまことに心残りでありましたが，先輩各位のお椎めもあり，この際立

場をかえわが国林政に微力をささげることも，皆様のこれまでのご支援にお応えする途で

あると決意しました。幸いによき後任者を得ましたので，私の不備不足を十分補っていた

だけるものと確信して，おゆるしを得て退官いたしたのであります。

ひるがえって林業界の直面する諸般の借勢をゑまするに，林業の近代化によってその総

生産を増大せしめることが基本的な要請となるのでありまして，今後の林業政策を発展せ

しめるためには技術的にも，また経済的にもこれを基幹とする総合的対策の樹立が必要で

あることを痛感するのであります。

このような意味から林業技術者を網羅組織されている貴会を中心とするご活躍に大きな

期待がかけられる次第であります。なお私も今後林業界の一員として，林政発展のため微

力ではありますが，砕身尽力する覚悟でありますので，皆様の従前に倍するご支援とご厚

誼を賜わらんことを懇願いたします。

終りに臨み会員各位のご健康とご繁栄をお祈り申し上げ，紙上をおかりして退官のご挨

拶といたします。

《
』

－2－
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らに進んで考えれぼ,稲作では

太陽のエネルギーを利用して植

物に蛋白質や澱粉をつくらせる

仕組みをとっているが，植物体

を借りずに，化学的に蛋白質や

澱粉を合成することができない

ものか。

戸苅教授は，股業は工業とは

進 だいぶちがう。挫業で技術革新

究顧問〕というのはすこぶるあいまい

で，技術が経営全体を変えると

いうところまではいかなくとも，その技術が非淵に目新

しくて今までのものとば絡段とちがっている賜合に，一

般に技術革新といっている。

農業で植物体を借りずに，化学的に蛋白質や澱粉を合

成するということは，現在の技術段階ではまだ将来の夢

としか考えられない。なぜかというと，たとえば澱粉の

合成を考えてみても，澱粉のなかにはアミラーゼとアミ

ノペクチンという2種類があるが，植物体のなかでわか

っているのはアミラーゼだけで，アミノペクチンの方は

皆目わかっていない。また澱粉をつくるのに，葉緑素が

媒体になっているが，この葉緑素は植物の生体のなかで

は作用するが，試験管のなかではさっぱり作用しない。

要するに農業では，まだ中間段階の植物や動物にお願い

する段階で，植物や動物の利用のしかたをうまくやらな

ければならないのであって，つまり股業の技術革新とは

植物や動物をいかにしてうまく利用するかというところ

にある。

× ××

以上述べた2人の学者の対談から，読者は工業と股業

との技術革新の間には著しい質のちがいがあり，また技

術革新のテンポにも絡段の開きがあるように感じられる

であろう。

そして軽済学に興味のある読者は，だからこそ、収糎

てい減の方法」が存在し，艘業技術ば進歩はするが，そ

の開発の．テンポはエ業技術に比べて必ずおくれる，とい

う仮説があるのだと主張されるかも知れない。

しかし，工業にくらべて革新技術の開発に乏しく，し

たがって生産性の伸びも著しく低いと思われる股業も，

アメリカの経験では，その生産性の伸びは，工業のそれ

を上回わるか，少なくとも劣っているとは言えない。

そしてわが国の腱業も長くかつ輝かしい技術発達の歴

史の年輪をもっているのである。

×××

最近私が読んだ情報では，アメリカやフランスなど

竜
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－つの問題 …
３
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詞 一

小幡進

〔林試，研究顧問〕

2年あまりも前の識であるが，東京工大の桶谷教授と

東大の戸苅教授が，工業と艇業の技術革新について，対

談された記事を読んだことがある。非常に深い感銘をう

けたので，人一倍物忘れのひどい私であるが，いまだに

その要旨を忘れていない。その大筋はこうである。

まず桶谷教授は，戦前はアメリカのテーラーによっ

て，いかにすれば工場の作業能率があがり，製品の生産

費低下が達成されるかが追求され，作業動作の時間研究

が進められて，いわゆるベル1､コンベアシステムが生ま

れた。その結果，工場は大殿生産の方向へと進象，需要

の著しい増大とともにコストダウンの輝かしい成果が生

室れた。戦後，このタイムスタディー，すなわち時間の

研究ばさらに一層の進歩をしたが，一方において生産の

仕組易Aそのものを，人間よりもはるかに正確な電子計算

機などを使って，機械で自動化しうるものは全部自動化

して，電子計算機の命令で機械を動かすという新しい生

産の仕組象が生まれた。すなわち，戦前の大量生産の方

式と戦後の生産方式とでは，質的に非常にちがってきた

のである。この変わり方を私どもは技術革新だと考えて

いる。

さてそこで，私どものセンスで腿業の技術革新とは一

体何であるかと考えてみよう。股業の生産過程の現状を

稲作の場合を例にとって考えて象ると，まず苗代で苗を

つくり，ある時期に水田に前を植えつけて除草などを行

ない，太'場の光線によって成長させ，稲が実るとその実

をとって食紐とするというやり方であって，生産の仕組

承は何百年も前とほとんど変わっていない。したがって

エ業の技術革新の感蝿からすると，幾業は土地利用上か

らも労働力の利用上からも，あまりにも不経済な生産の

仕組みにあるように思われる。他にもっと抜本的な技術

革新が考えられないものかと思う。たとえば，地面から

十段も二十段もの棚をつくり，どの棚にも太陽の光に相

当するものをあてて，自然条件よりも，もっと稲の生長

を促進するような操作をすることはできないものか。さ

＝

一
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遷は第1表のようであるが，この90余年間にわ力掴の米

のha当たり収穫量は約2倍半に増加したことがわかる。

土地を生産の基盤とし，植物体を通してその果実を収

穫しようとする，いわば自然への依存度の高い稲作にお

いて，そのha当たり平均収穫量が90余年間に2倍半に増

大したことは，私共林業技術者にとって，驚くべき飛躍

であることが容易に理解できよう。

この輝かしい成果は一体どのようにして生童れたので

あろうか。

それは端的に言って，品種の改良・肥料と施肥法の発

達・農機具の改良による耕転作業法の進歩・耕地整理事

業の纐堕。新しい農薬の研究と病虫害駆除法の進歩・農

業機械の発達と普及など，一連の農業技術が相互に関連

し合っての所産にほかならない。

元来，技術の革新は労働生産性の向上につながるとい

われる。そこで私ば稲作の反当たり投下労働量の変遷を

示す事例として,｢明治以降における幾業技術の発達（昭

和27年3月農業技術協会刊)」124頁掲載の，千葉県香取

郡共和村の一農家（大原幽学の教えにもとづいて年を作

業日誌をつけたもの）の経営例（第2表）によって検討

を試ゑてゑた。

第2表水田経営における労働配分の変遜

で，石油からペトロフッドと称する新しい合成食柵の生

産開発に力が注がれているようであるから，あるいは将

来，微生物（おもに酵母）を石油などで培饗し，ふえた

酵母を乾燥精製して濃縮された栄養食がつくり出され，

普及するに至るかも知れない。

しかし,近年の爆発的な世界の人口瑠加と食職生産の
伸びなやみによって，180年も前にマルサスが唱えた飢

鯉到来の予言が，今日ふたたび無気味な影を投げかけて

いることを思うと，人類が合成食織によって繁栄を享受

するのは，やはり遠い将来のことと言うべきであろう。

×××

さて，私はここで長いかつ輝かしい技術発展の歴史を

もつ日本農業の年輪を一瞥して象たい。なぜならば，そ

のことは林業技術の反省に多くの示唆を与えるだろうと

思われるからである。

わが国の稲作の歴史は遠く弥生文化の時代にまで遡る

ことができる。何千年もの昔，イネの原産地であるアジ

アの東南部から，どのような経路であったかは詳らかで

ないが，わが国の九州地方にもたらされ，次第に東へと

伝わっていったようであり，現にそれらの地方の弥生式

遺跡からたくさんのモミ粒や圧膜が発見されている。そ

の後何千年かの歳月を重ねて，新しい品種（太1場光線が

不足しても，ある程度の温度さえあれば，穂が出る新し

い品種）が，自然の手または人の手でつくり出され，そ

の結果1,500年も前に，紳度の高い青森県津職地方にま

で稲作が広がって行った。このように，わが国の稲作は

数千年もの長い間，多くの艇民によって血の出為ような

技術改良への苦闘の醗史がくり返えされ，今日の股業技

術へと連なっているのであるが，私は記録の豊富な明治

以降に重点をおいて，その足取りを眺めてみたい。

明治13年（1880年）以降の米のha当たり収穫量の変

第1表年次別米のha当たり収穣瞳とその指数

一
一

一

｜反当たり労働力｜ B

作業の種類｜唖年(A)1929年(B)|ズデ
苗代2.14日1.26日0．59
耕起9．782．320．24

整地0．530．390．74

畔誰1．600．730．46

施肥0．530－621．17

田．植4．542．840．63

除草3．054．021．32

刈取4．663．900．84

｝‘”蕊｝"｡，
脱穀

調製

水田計31.8521．5510．68

q

へ

1880年を100と
したときの指数’

米のha当たり
収穫量

年次

血
哩
蜘
蝿
妬
妬
珈
麹
麹

1880年

1905

1915

1935

1948

1953

1958

1963

1967

1．81トン

2．57

2．71

2．95

3．19

3．14

3．62

4．40

4．50

すなわち，第2表から水田経営の場合の反当たり投下

労働量は1841年から1929年までの約90年間に68影に減少
していることがわかるが，この表を仔細にゑると脱穀調

製が同じ期間に109影と逆に多くの労働量を要するに至

っていることは理解し難いところで，おそらく1841年の

脱殻調製の所要労力のなかには，籾摺以後の調製労力が

含まれていないと思われるので，この事情を勘案すれ

ば，実際は1841年から1929年までの約90年間に，稲作の

反当たり投下労力は半減するに至ったものと思われる。
備考｜]9師年はS月10日現在の収穣予想から，惟定したもの
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したがって，稲作の労働生産性はこの第1および第2

の二つの表から，大づか承に約5倍に上昇したと言えよ

う。

それではこのような輝かしい稲作の労働生産性の向上

は，一体国民のなかのどのような人為によって達成され

たのであろうか。

幕末から明治にかけてのわが国の激しい社会経済の変

革のなかにあって，新しい貨幣経済は艇業の生産をもつ
よく把え，農産物の商品化を進めるとともに，股業技術
をも否応なしに変化させていった。

すなわち，農産物の商品化が進むにしたがい，股村自

体のなかから多くの艇民達は自らの力で立ち上がり，股
業技術の開発に努力を結集して新しい経済社会をよりよ

く生き抜こうと，農業の近代化に努力しはじめたのであ
る。

他方，明治政府もまた思い切った勧幾政策を打・ら出し
て，農業の近代化に並なならぬ意欲を承せた。しかし，

1890～1900年頃までは政府にはまだ自らの力で雌民を指

導するに足るだけの技術体系を確立するに至っていなか

った。また新しい教育をうけた股学士達は，外人教師な

どから欧米の新知識を修得して社会に出たが，これらの

新知識を消化して自らのものとし，日本の股業に適応さ
せるまでには至っていなかった。

したがって政府は，全国の鯆挫的老股達を挫耶推導者

として起用し，かれらの優れた技術を頼りに股民を指導
せざるを得なかった。かれらはすでに明治以前から，孤
子の交換や稲品種の比鮫栽培や耕転機具類の考案や耕転
方法の改良など，股業技術の改善に自ら取り組んできた
人達であった。このような老腿の起用とは別に，政府は
海外農業技術の模倣的移植にもつとめ，西洋式大艇具を
輸入展示したり，あるいは種苗や種畜を手当たり次第に
輸入するなど，いわゆる農業生産素材の入手につとめあ
とともに，さらに外人教師を招恥したり西洋腱学識の雛
訳につとめたり，新しい艇業教育の普及にも猿極的な意
欲をみせた。しかし政府のこのような努力は，農民が実
践的に盛り上げてきた技術進歩の流れとはまったく遊離
していて，政府には実質的な指導権は何もなかったので

ある。政府の指導力が民間指導力を抱摂し掌握するの
は，艇民の実践的技術が近代的要素をつか承とり，盛り
上がって行く時期に達してから以後のことである。もっ

とも，この過程は観念的輸入股学が日本的に消化され，

在来農法の優点と融合して行く過程でもあった。

要するに明治における近代股法の黎明を盛り上げて行
った原動力は，民間ことに村の鶏1家(豪艇)であった。

かれらは小作料に頼って生きている寄生的地主ではな

く，手作りの経営に重点をおき，自ら下男下女を使って

股業技術改善の先頭に立ち，自らの息子達を優れた農事
の後継者に仕立てた。

しかし，このような豪農経営は次第に困難となって行

ったのである。

日溝戦争を契機として，わが国の工業は急速に勃興し

股村の労働力は次第に都市に吸収されていった。しかし

それは最近の人口過疎とはちがい，農村に人口が過少に

なったというのではなく，下男や下女といった奉公人的

な労働力が得にくくなったということであった。

したがって長い間，新しい農法の開拓者であり指導者

であった豪農達も，次第に農事の経営から離れ，小作米
の販売者として商人化していったのである。

他方，このような豪農達の不耕作地主化が進むにした
がい，直接耕作に従事する小農民のなかに，自主的に幾

業技術を推進せんとする新しいきざしが芽生えはじめる
のである。それはどのような'j､農民であっただろうか。

全国統計では，中規模農家層が一種の安定性をもちそ

れらの戸数が増える傾向にあるといわれるが，地域をせ
ばめてみると，それらのうちには大経営に向かうものと

小経営に向かうものとが混って存在する。そして大経営
に向かうものは，常に自主的な技術改良を行ない，第一
次世界大戦から昭和初期にかけて，新しい農村の実力者
として台頭するのである。

そしてかれらは，たとえば富農化するための切実な労

側力対策から，農業機械化や動力化を生み出す原動力と
なったように，幾業技術近代化にとって輝かしい一時期

をつくる原動力となった。

やがて戦時となり，農業技術もあらゆる生産逆条件の
なかに窒息させられたかに象えたが，しかし農業技術進

化の根は亡びず，戦後の飛蹄的な技術革新の波へとつな
がるのである。

要するにわが国の農業は，時代とともに幾度か指導的
股民層の交代はあったが，しかしつねに自ら向上しよう
とする農業技術への意欲の芽は，わが国農村自体の内に
脈,:『と生きつづけてきたのである。それは稲が日本に渡
来して以来の数千年来の現象であったかも知れないと思
われる。

さて私はわが国農業技術の発達にきわめて大切な事項
を申し述べることを忘れていた。

それは股事試験場などの研究機関が果たした功績であ
る。

明治の初めに内藤新宿試験場や府県の勧業試験場が設
けられ，はじめは模倣的，窓意的な移殖試作などが行な
われ農民とは遊離していたが，明治19年に重要穀菜試験

5－
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地が設けられイネ品種の比較試験が始められた頃から，

ようやく農事試験場は腿業の現実の要求とつながりをも

ちはじめた。そして日清戦後の頃から，国立幾噸試験場

の専門分科が進承，たとえば品種改良についてぶても，

純系淘汰・人工交配などが始められ，その頃から腱事試

験場は，進歩的艇民の技術改善への科学的基礎を与える

地位を築きはじめた。

その後，昭和初年には各種作物につ､｛て品種改良の指

定試験制度が確立して，育種事業の全国的組織が進めら

れ，農事試験場の指導的地位は一層高まり，またこの頃

から各部門の研究は基礎的研究の段階に入り，たとえば

その成果の一つは，土壌肥料の分野で塩入博士の水田土

壌化学の確立となって世界の視聴をあびるに至る。この

ように多くの輝かしい業績とともに，今や，農業試験場

をぬきにしてはわが国の農業技術の進歩は考えられない

ほど，農業関係試験場は不動の地位を築くに至った。

要するにわが国明治百年の農業技術の発達史は，根づ

よい農民の技術進歩への脈々たる意欲と，試験場等研究

機関の新しい科学的な研究の成果が，互いに相助けあい

両者の調和の上での発展史に他ならず，その成果はイネ

の場合，単位面積あたり労働力は半分に，生産量は2倍

半への飛躍となって現われたものと思う。

×××

私は林業技術をめぐる一つの問題と題するこの小稿

で，農業技術の発展史にあまりに多くの紙数を費したか

も知しない。しかし私自身は少しも後悔していない。な

ぜならば艇業技術発展のあゆゑは私共林業技術者にとっ

て，そのままが教訓であり多くの貴重な示唆を与えるか

らである。

林業技術者である読者は，わが国の挫業技術史をよ

象，ことに稲作技術が明治以来の百余年間に，単位面秋

あたりの全国平均生産量において2倍半に飛蝿したこと

を知り羨しいと思うとともに，林業と鰻業との技術水準

ならびに技術開発のテンポに総段の開きがあることを，

ひしひしと感じられるにちがいない。

しかし考えて承るとわが国の稲作は数千年来，毎年一

回ずつ収穫をくり返えすという長い経験のキャリアがあ

るのに対し，林業はスギの場合でも，せいぜい300へ400

年の歴史であるし，収種という点では同じ期間でも林業

は農業の30分の1以下の経験頻度にすぎないことを思う

と，体験から生まれる技術のキャリアに農業と林業に絡

段の開きがあるのは,けだし当たり前のことといえよう。

私はこのように自分に言い聞かせながらも，林業技術

をめぐる諸般の事情に危憂を禁じえない。

× ××

わが国の林業技術とくに育林柵『の沿革をきわめて大

胆に要約すれば次のようにいえよう。

1）人工造林の歴史はせいぜい300～400年である。

2）明治20年頃までの日本の林業技術は，山村.に住む股

民ことに山村の指導的立場にある豪艇や大森林所有者

達によって，長年の間に培われてきた技術の象であっ

た。政府による外国樹槙の種苗の導入は盛んに行なわ

れたが，模索の域を脱していない。

3）明治21年にマイエル博士が来日し，東京農林学校で

造林学および森林植物学を教え，西欧の林業技術を紹

介した。政府は明治20年代以降は西欧ことにドイツ林

学の導入につとめ，やがてこれらドイツ林学の思想を

うけた本多静六博士は，これを日本在来の林業技術と

融合させようと努め，わが国独自の本多造林学を大成

した。

4）日消，日露とわが国の経済は戦事ごとに飛躍し，木

材の需要も増大し，それらが背景となって明治末期か

ら大正にかけて国有林野特別経営事業が起こり，わが

国人工造林の圃期的隆盛時代を呼び起こす動機とな

り，人工造林の技術はかなり進んだ。

5）大正末期の経済不況の頃，たまたまドイツから恒続

林思想が入ってきたので，国有林の施業法は，飛びつ

くように皆伐から択伐へと変えられ，天然更新に関す

る調査研究が進んだ。昭和時代に入ると森林生態とく

に植生の調査が全国的にとりあげられ，それらのなか

には土壌や根系と関連させた研究なども生まれ，やが

て戦後の林野土壊調査に発展した。

6）戦後は，国土の荒廃と木材需給の不均衡緩和のた

め，全国的に人工林の拡大が進められたが，昭和30年

以降それら造林地の病虫被害が生ずるとともに，他方

腿山村の労務事傭が悪化してきたので，それらの諸事

情に対応する多くの林業技術が進みつつある。

7）そして明治以来の百年を通じて考えられることは，

わが国は平地が少ないので古くから山村が開け，それ

ら山村股民は股業のかたわら山村を利用して生計を立

てるものが多く，貨幣経済が発展し木材の商品化が進

むにしたがい，植林が進んだということである。そし

て，たとえば九州地方のスギ挿木造林と優れた品種の

避抜にみられるように，かなり高い水準の技術が，農

民の手で創造されていたということである。

そしてそのような艇民によって創造された林業技術

は，明治20年以降わが国に入ってきた西欧の林学とは関

係なく別個に地道に育ち，明治末期の特別経営による画

期的拡大造林の成功に，大きな陰の力となったし，今日

もなお，わが国の造林技術のつよい基礎となっている。

、

の
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改善の担い手となって，農民の生活向上に貢献したが，

やがてかれらは農業経営の現場から離れ，不耕作地主と

なり，小作米の販売者として商人化するに至って農業技

術から遊離して行った。私は，この場合にも似て，国有

林の技術指導にあたるべき人燕が，森林から遠ざかり，

林業御肺から離れて行くような気がしてならない。そし

て農業の場合は豪農達の不耕作地主化に伴い，直接耕作

に従事する小農のなかに，自主的に農業技術を推進せん

とする人だが現われ，艇業技術僅歩の新しい担い手とな

ったが，国有林にはそのような新しい芽生えがあるよう

には思われない。また国有林の事情とは反対に，都道府

県の技#籍は，普及事業を通じて現場の森林に近づき，

林業技術改善に積極的な姿勢を次第につよめているよう

に思われる。

国有林についての私の危蕊がまちがっておれば，まこ

とに幸いである。

もし読者のなかに私に似た見解の方だがあるならば，

この小稿の冒頭にも述べたような目覚しい技術革新の世

の中にあって，一体われわれ林業技術者は，とくに国有

林の技術者は，どのような姿勢をもって獅荷の改善に対

処すべきかを,とくと自問自答していただきたいと思う。

なお戦後．新しい科学的な基礎に立つ土壌や育種など

の研究が進むに至ったが，艇業の如くそれらの成果が民

間技術を支配するまでには至っていない。

×××

私はこの小稿の紙数の関係もあって，あまりにも大胆

に，わが国の林業技術の沿革を要約したが，股業と林業

の明治以来のあゆぶを振り返えり，技術者として見逃が

してはならないことを述べておきたい。それは挫業でも

林業でも，技術改善の第一の担い手はつねに自らの手と

足と目で現地に取組んだ人々であるということである。

ひるがえって，わが国林業技術の現状を象るに，わが

国林地の三分の一を占ある巨大な国有林経営.において，

戦後，ことにこの十年来，卒直にいって技術重視の姿勢

に物足りなさを感じる。そして国有林とは逆に，都道府

娘は戦後の林業改良普及員制度の掴術とともに，年ごと

に技術重視の態度がつよくなるように思う。

そして私の狭い休職では，このような傾向は，国宥林

でも，監督官庁よりも実行官庁など，すなわち現場に近

いほど，つよいと思うがどうであろうか。

その昔，豪股達は小作料に頼って生きている寄生的地

主ではなく，手作りの経営に重点をおき，自ら股業技術
0........,･｡.Q･･･0b･･"qo･P"････,｡‘◆･･･.･･､qDo0b，心心,p0..0△･･0.0.4....0.心､･･64,..ｬ､Dplb･･o､4．.Coo，‘p､、･･0もwo9ooo｡Qも0..6｡06㎡，｡00◆0904

、
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〔脇の木シリーズ〕三澗伊八郎先生は長野県の木としてシラカノメが選出

されたことにいたく失望され，カラマツとヒノキを強シラカバ
く推されている。たしかに信州のカラマツ，木曽の上

（カバノキ科）
ノキといえば，林業人ならずともよく知るところだが，Bc#"〃f泥α"“S"2"/"

(REGEL)NAKAI 信州各地の高原に楚点として立ちならぶシラカバ（一
賎

名，シラカンバ）の木立ちはやはり魅力的である。秋

風に乗って山小屋の窓に舞いかかる白樺の黄葉など，

とくに吾人の心に訴えるものがある。上高地や戸隠な

どの土産物屋に並ぶ白縦細工。初いて高原を訪れてシ

ラカバ林の美しさに眼を見張った小。中学生達は，ど

うしても白維細工を買い求め家へ持って帰りたくなる

ものだ。とにかく白棒の魅力は絶大である。

シラカバを麗わしと見るだけで済めば良いのだが，

その学名（ラテン名）のこととなると学者の悩染の種

である。ヨーロッパやアメリカにも近似の種類はある旧W

が，とくにシベリア・満州地域の白樺との比較研究が
郡

今後も続けられねばならない。中国の四川省にも飛ん

で近縁のものがある。これら世界各地の白樺を集めた

樹木園を八ケ岳山麓辺りに作ったら，各方面に益する

ところが大きいだろう。日本では本州の中部地方から

北海道にわたってシラカバの天然分布を見るが，宮城

蝉。傘・山形両県には蚕ったく自生せず，福島県から岩手県

II野真人（日本パルプ）に飛んで分布していることは注目される。
DC･･･q0...･ﾔﾜQq●ひ｡6.0ｳﾀ･･ﾛ･サQ●■.｡.●0..･･▽･D4M｡Qもapo･甲●ゆりbB0p4f64b,0･･･0もQcgp.feaOoodbpも9もb･0..qPp"OcGqo.･･･．.､o『qりひ.q･q.･･.･も･･色･▼-●の.と･も.･･も.勺ﾜ卓.9.･･〆･･P･･毛.凸･毎･．”､4･伊..｡o･4.oも1
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とであります。また硬葉樹林というのは地中海沿岸の夏

の雨量の少ないところをさしております。次のステップ

は気温はそれほど高くないが雨量は5～600mmと少な

いために森林になれず草原の段階に止まるものです。ロ

シア，シベリア南部のステップ地帯，南，北米大陸のパ

ンパス，プレーリーがこれであります。この地帯の土壌

は黒色草原土壌といって，畑作，畜産に最適でありま

す。次の照葉樹林，夏緑林，針葉樹林は中綿度から高絲

度地帯の気候は温和で気温と雨量がつり合いのとれた地

帯でありますが，照葉樹林は暖帯，夏緑林は温帯で，針

葉樹林は，気温は低くやや乾燥の亜寒帯，寒帯というこ

とであります。日本はもちろんこの3樹林地帯に含まれ

ます。次のツンドラとの間に森林限界線がひかれます。

次にツンドラ，寒荒原は極地に近い高純度地帯で気温が

低くして森林を形成しません。極地植物(高山植物)，蘇

苔類の生立地域であります。

ただし以上の植物社会相はその地域の雨鐘と気温の2

関数によって現われる極盛相一後に説明します一として

の植物社会であ．りまして人類社会の付近では人類の干渉

が加わった途中相－これも後に説明します一の植物社会

が現われてこの図とは遮った様相を呈しております。こ

のことは次の日本の植物社会でも同様であります。

3．日本の植物社会

しからば日本はどうでありましょうか。大阪市立大吉

良教授によった日本中央部を横断した模式図を第2図と

して示します。

この図は太平洋岸の沼津から甲府，松本，長野を通

り，日本海側の伏木へと検断したもので縦線は垂直高で

す。この図の照蕊棚林I餅というのは平地では九州から関

はじめに

この一文は去る7月20日，虎の門会で私が話をしたも

ので日林協の皆様になにかの参考と思って掲戦すること

にしたものです。なお5．以下は私独自の考え方です。

会員各位のご細叫をいただければ幸甚です。

注虎の門会というのは戦中から統いている各省技術者の集

まりで林野では蔵と手束鶉一氏の二人です。リーダー格

は大来佐武郎氏，科学技術庁の黒沢氏，安芸東大名誉教

授等で月1回会員各自の仕事等の話をしております。

1．植物社会（植物群落）の意味

ここでいう植物社会とは植物生態学でいう植物群落あ

るいは植生と同義語で，ある地域に生立する植物全部の

共同社会という意味であります。またこの植物社会を研

究対象として植物社会学または植物群落学plantsociolo.

gyが成立しています。

2．地球上の植物社会

地球上にどんな植物社会が出現するのか。最終的には

その地域の雨量と気温の2条件によってきまります。こ

のことを最もわかりやすく模式的に示しますと次の第1

図のようであります。

この図はドイツの学者BrocKmanJerosch氏が考えた

もので，縦軸は緯度線で左は海洋，右は陸地で，右にい

くぽど内陸を表わします。横軸は赤道線で上限は極地を

表わします。

この図を説明しますと，赤道付近の熱帯および亜熱滞

降雨林は台湾からフィリピン，ビルマにかけての東南ア

ジアモンスーン気候帯で高気温，多雨の地域ということ

であり童す。次のサバンナ，砂漠はインドから中近東，

アフリカにかけてということで高気温，少雨量で年雨鰯

はサバンナで250mm位，砂漠は200mm以下というこ

、

一
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植物プランクトン→沈水植物→浮葉植物→抽水植物

（以上は水中)→草本群落(湿原)→低木林(潅木林)→陽
樹森林→陰樹森林(極盛相）

一定の気候条件一気温と雨量一の下で到達しうる最終

の植物社会を極盛相といいます。すなわち第1図のツン

ドラ地帯は温度不足のために植物社会は地衣蘇苔類に止

まっているものでこの段階での極盛相であります。同様

にステップは雨量不足で一年生，多年生の草本段階に，

サバンナはこれも雨量不足で低木林段階に止まっており

ます。いずれもその気候の下におけるその地域の極盛相

であります。十分な雨量と気温があれば植物社会はさら

に進んで陰樹森林にまで到達します。ところが人類の力

でこの極盛相が破壊されて植物社会が植生遷移のある段

階に逆もどりさせられている姿，たとえば陰樹森林が伐

採されて，裸地になったとすると植物社会は草本段階か

ら陰樹森林へと改めて植生遷移が進行し始あます。この

場合陰樹森林の極盛相に至る途中の段階の草本，低木

林,l場鮒森林を途中相と申します。

しからば日本の植生遷移はどうでありましょうか。も

ちろん十分な雨量と気温に恵まれていますので，高山の

頂上とか海岸砂地等の一部を除けば耕地でも，牧場でも

どんな所でも人類が干渉しなければ，その極盛梢は陰樹

森林であります。要するに日本の国土は一部を除けば絶
えず陰棚森林に向かって植物社会は遷移する法則の下に

あります。たとえば最も身近な例を申し上げますと皇居
の堀端のあの見事な草生地ですが点点と黒松が生えて周

囲の石垣，水と調和した見事な景観をつくっておりま

す。これは毎年草を刈り，侵入してくる黒松を適当に除
いているから景観が維持されているもので，まったく放

憧するなら黒松の低木林→黒松陽機森林，この下にカ
シ，シイ，タブ等が侵入してきて最後はカシ，シイ，タ

ブ等の照葉機の陰臘諭誌の極盛相となります。要するに

日本の国土のほとんどはこのような陰樹森林の極盛相に

向かって遷移する法則の下にあります。このことはぜひ

銘記してほしいのであります。

5．植生遷移と日本の畜産

以上，日本の風土と植生遷移の法則について申しまし

た。ところが最近日本人の食生活の高度化から畜産品の

需要増大，すなわち生乳,乳製品，肉類の需要増大から’

これに適合する農業の選択的拡大といって畜産の振興が

叫ばれ始めました。農業の構造改善事業には酪腱の振興
が一つの大きな柱となっており，重要政策にもなってお

ります。ところがこの基盤である草地の造成維持という

ことは上述の植生遷移の法則から，日本ではいかに困難
であり，金がかかるものであるかをどれだけ認識されて
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東北部に至るものでカシ，シイ，タブ等が主でありま

す。東京付近でいうと内陸ではカシが優勢，海岸ではシ

イ，タブが優勢であります。次の暖，癖符落葉樹林帯と

いうのは九州の高山地帯，本州の低山地帯，東北地方か

ら北海道の中央部までの平地部でこの地球上の植物社会
でいうと夏緑林に当たります。暖糀落葉樹林帯はイヌブ

ナ，クリ，。ナラ，モミ，ツガ等で温帯落葉樹林帯は

ブナ，ミヅナラ，スギ，ヒノキ等であります。針葉樹林

は本州の中位山岳地帯でウラジロモミ，コメツガ，シラ

ベ，オオシラピソ，北海道ではエゾマツ，トドマツの森

林をさします。次の高山帯は地球上の捕物社会からいう

とツンドラ地附に当たります。いうまでもなくこの地柵

は高山植物（極地植物)，蘇苔数の生立地帯であります。

4．植物社会の遷移（植生避移）

前の2，3で説明した植物社会は偶然に出現したもの

ではありません。長い間，環瑛一雨剛．，気温，土壌等一

と植物社会との相互に影響しあってでき上がった歴史的

産物というべきものであります。しからぱ縦史的経過，

植物社会の運動の法則はなんであろうか。一口にいうな
らば植生遷移plantsuccessionの法則であり寵す。

この植生遷移はその出発点によって2つのパターンに

分けられます。しかし環境が似ておｵLぱ最後に到達する

最終型態は似たものとなります。

すなわち1つは乾|'k系列でたとえば火山爆発による熔

岩の上等から出発するもの，他は湿性系列で湖沼等が浅
くなり，干上がって出発するものであります。この2つ

の植物社会発展の経過を模式的に示しますと

乾性系列

裸地→藻類→地衣難→蘇苔類→1年生草生→多年生草

本→低木林(瀬木林)→1場樹森林→陰樹森林(極盛相）
湿性系列

lへ
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論議されているのか疑問であります。たとえば昨年7月

18日付の日本経済新聞に『畜産政策に筋を通せ』と題し

ての論説に『日本の気象条件は欧米諸国に比べて日照時

間の長さ雨の量などから牧草栽培にはるかに有利である

ことはいろいろの研究で明らかにされつつある』といっ

ております。このような研究はどんなものかうけたまわ

りたいものであり，このようなことはまったくとるに足

りない俗説であります。いずれにしてもこのような考え

方が一般的だといってよいでありましょう。．重ねて申し

ます。日本の風土は自然状態にしておけば森林に向かっ

てたえず植物社会が遷移する自然法則の下にあります。

また，経済企画庁の林試案の『20年後の豊かな日本へ

の一つのビジョン』で20年後の日本では食生活の高度化

から2,700万頭の牛が必要である。この頭数はこの時の

予想人口5人に1頭であって国際的にみて過大でない，

飼いうるといっております。日本の自然条件からみてこ

のような方策を識ずるなら飼いうるというなら納得しう

るが，前述のような論法で飼いうるというのは，まった

く納得し得ない話であります。もちろん牛は人が飼うも

のですから人を除いてすることは無意味であります。し

たがって人が飼う社会的条件とその自然環境土地条件

等を検討の上結論を出すべきで，単なる人口何人当たり

で飼いうるなどということはまったく非科学的といわな

ければなりません。要するに一般の人倉はこのように安

易に考えているのでありましょう。

植生遷移からいうと日本の牧草地は自然に放置すれ

ば，牧草地→酸性草生地(雑草)→低木林→森林と進行し

ます。牧草地に維持するには大変な物質（肥料）とエネ

ルギー（人力）を要します。簡単に土地を開墾して牧草

の種子を蒔けばできるというものでないことを銘記すべ

きであります。

日本の気候条件は草のためには欧州などよりずっと条

件は良くありません。欧州より雨は多いのです。この雨

の多いことは土壌養分が溶脱されて急速に酸性化するこ

とであります。すなわち牧草地段階では土壌の酸度が

pH7-6であり蓑すが，森林では4－5という強酸性に

進行します。この酸l生化とともに森林化が進ゑます。し

かも欧州は第四期洪積世の時代に4回の氷河時代を経過

しています。そのたびごとに植物の種類が漸減し，土壌

は削りとられて土地はやせております。すなわち雑草が

少ないのでありまして，このことは日本よりはるかに有

利であります。もちろん欧州も植物社会の極盛相は陰樹

森林ではありますが，その気候は日本に比べて低気温，

少雨量であります。植生遷移は日本より緩慢，よりステ

ップ的といってよいと思います。したがって日経論説の

日本の気候条件は欧米に比べて有利なはずだ，どころで

なく，逆に不利な条件なのであります。

このことについて哲学者である故和辻哲郎博士がその

名著『風土』において欧州の風土を牧場型，日本のそれ

をモンスーン型として前者を人間の力でコントロールし

やすく文明の性格にまで及んでいるといわれておりま

す。卓見といわなければなりません。

日本で畜産が過去から盛んにならなかった原因は仏教

による影群もありましょうし，また殿作艇業の方が人口

を多く雑いうるということもあって当時の為政者の政策

の結果もありまし主う。基本的にはこのような自然条件

下にあることの方が多かったのではないでしょうか。い

ずれにしろ，日本の気候は雨と陽光の多い故和辻博士の

モンスーン気候なるがゆえに稲作が栄えていることはも

っともなことであり，豊葦原瑞穂国といいあるいは木の

国というのはこのような自然環境を端的に言い現わした

ものと思います。また前述の林試案の2,700万頭の牛を

飼うには牧草を使っても2ha'頭は必要のようです。そ

うすると5,400万haは必要になります。しかし日本の

全耕地面積は600万ha,全林野面秋はアルプスのような

山の頂上を含めても2,500万haです。とても不可能とい

うべきでしょうcしかし次のような例があります。阿蘇

草原で牛を放牧するのに2ha傾ならススキ草原を維持

できるが，1．2～1ha/頭と放牧密度をあげるとネザサの

草生に遷移します。さらに放牧密度をあげて0.6ha願と

しますと，ネザサはシバ草原に遷移します。それでも牛

は十分に栄養をとっております。要はそのやり方によっ

ては2,700万頭の牛は兎に角としてある程度の牛は飼い

得ましょう。しかし，この日本的な在来の植生で輸入品

種の牛を飼いうるか，否か私には判断はつきませんが大

きな問題かと思います。要するに，結論として私のいい

たいことはLocalIndustryだから輸入飼料，輸入の牛

の品種でも良いのだというなら別なこと，ある程度の国

際競争力は必要だというなら，日本の風土と植生にあっ

た畜産でなければいけないでしょう。そのために長期の

構えを憩って研究すべきものと思います。

6．植物社会の遷移と人類社会の遮移

4で述べた植生遷移は簡単にいうならば植物社会と環

境が相互に作用しあう自己運動ということであり，植物

社会は環境によって決定されますが環境そのものも植物

社会によって変えられます。また植物社会そのものも環

境ということもできます。いずれが主体でありいずれが

環鏡であるかということが分別し難いところがありま

す。要するに主体と客,体が止揚統一されたものが植物社

会ということになりましょう。また別な視点すなわち植

－10－
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物社会の構造という点からみると植物社会ば藻類，蘇苔

類の低次の構造から草原：森林という高次の術造に遷移
することであります。そして各遷移の段階が移っていく

場合，一つの社会が成熟してくるとその環境嘘その植物

社会のためには不適当な状態となります。ただし極盛相

は別ですが。そしてその環境に適した次代の社会がその

社会の中に用意されます。それが次第に生長発展して古

い社会を圧倒して次代の社会に移行します。この移行の

原動力はなんであろうか。植物社会の自己社会の自己運

動による内部環境であります。

このことで想い出されるのはマルクスの史的唯物論に

よる人類社会の遷移すなわち歴史的発展であります。マ

ルクスによる人類社会は①原始共産社会，②奴隷社会，

へ③封建社会，④資本主義社会，⑤社会主義社会と遷移し
最終の社会型態は社会主義社会であってここで初めで全

人類の人間性が開放されるといっており茜す。すなわち

この社会主義社会は最終型態で植物社会での極盛相であ

ります。また一つの社会から次の社会に移るにも古い社

会の内部に新しい社会の端緒が現われそれが次第に成長

してどうにもならなくなった時革命が起こり古い支配層

は追払われ新しい社会に移行するといっております。し

かも植物社会の遷移には革命という発想はありません

が，このような社会の移る原動力は社会的生産力の発展

の結果すなわち内部環境の変化であります。

このように植生遷移の考え方とマルクスの人類社会の

歴史的発展に対する考え方を比較しますとその論理構造

はまったく同じで弁証法的であります。もっとも片方の

マルクスは唯物弁証法であり，一方の植生遷移の考え方

は自然弁証法というべきでありますから，その論理職造

が似るということは当然かも知れません。しかしそれは

~兎に角として何の関連もないこの2つの社会の発展法則

が弁証法的であることはどういうことでありましょう

か。私が考えるのにこの2つの社会の共通点は社会の存

在それ自体が自己運動によって環境を変化させるという

点，どちらかの社会も環境形成作用を持っているからだ

と思います｡それにしてもマルクスの史的唯物論の完成

は19世紀半ば位でありましょう。植生遷移の理論の完成

は優れた哲学者であり植物学者であるクレメンツに負う

ところが多く，大体30年代でありますからおおよそ60～

70年位の開きがあります。植物生態学者はマルクスの史
〆

的ﾛ膨吻論の発想法をマルクスからとり入れたのでありま

し聖うか。私にはまったく独立に到達したものと思われ

ます。それにしても私は経済学にはまったくの素人であ

りますが，前世紀に人類社会の構造と運動を分析してマ

ルクシズム理論を打ちたてたマルクスという人の偉大さ

を改めて痛感する次第であります。

次にこの植生遷移理論を人類文明の比較論に適用した

のが京都大学人文料学研究所の梅棟忠夫氏であります。

その著書の『文明の生態史観』1967年によると，新世界

一南北アメリカ大陸，オーストラリア－を除いて旧世界

を第1,Ⅱの地域に分けて，第1地域は旧世界の東西の

両端で日本と西欧であります。この地域は気候温和な中

緯度地帯，適度の雨量，高い土地生産力，植生遷移の極

盛相はいずれも森林であります。その社会型態は高度賛

本主義でそのたどってきた歴史は古代文明は持っていな

いが東西共に封建制を経過してきている。第Ⅱ地域は旧

世界のユーラシア大陸の中央部で支那から印度，中近東

さらにロシア，アフリカもこれに含まれます。気候は大

陸気候で乾燥し，雨が少なく，植生の最終型態は砂漠，

サバンナ，ステップであります。社会の型態は古代文明

の発生地ではあるがま鍵制を欠いて専制君主制かあるい

は第1地域の植民地，または半植民地であります。現在

は一様に低開発国であります。要するに，第1地域は植

生遷移でいうと遷移が順序よくきれいに自成的に行なわ

れたが，第Ⅱ地域は外部からの暴力によって他成的に行

なわれたというのであります。植物社会でいうなら人類

の暴力によって絶えず植生の進行が撹乱させられたよう

なものであります。そして人類社会の環鏡が似ていると

その文明の進行は同じように進む。すなわち平行進行を

するというのであります。

しからぱ，なぜこのような文明の型態に差ができたの

でありましょうか。プラントサクセッシ雪ンの理論から

いうと第1地域は湿性系列，第Ⅱ地域は乾性系列という

文明発展の環境条件の差異ということでありましょう。

また第Ⅱ地域の文明の展開が暴力によってたえず，撹乱

され他成的だったということは，この地域の環境の特性

にあると思います。すなわち，近世における第1地域か

らの帝国主義的侵略によるこの地域の植民地化は別とし

て考えるのに，この乾燥地域の植物社会の生産力が低い

ために場所により自然環境と人類社会との均衡が時によ

り緊張状態となり，その緊張が周囲に押し出しては文明

を破壊することを繰り返したということにあるのではな

いでしょうか。要するに植物社会の生産力が低いという

ことに原因があると思います。

以上のように梅棹氏は植生遷移の理論をを応用して比

較文明論を展開して人類文明の考察に新生面を開いたの

であります。察するに梅棹理論からいうと日本は東洋で

はない西洋の西のはずれだという説と結論的には同じに

なります。兎に角いろいろと日本および日本人あるいは

日本の文明を考え直させる理論であります。
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年計画）とし，零細な苗木生産者を結束させ，その生産

基盤である苗畑を，集団化することによって，共同防除

施設および中ないし大型作業機械等の導入を可能にし，

施設等の共同利用，あるいは，協業化等により経営の合

理化と生産性の向上を図り，さらに共同販売等を通じ，

流通機織の近代化の拠点ともしようとするのが，この事

業のねらいで，共同利用施設等の建設饗の弘について，

純県費による補助を行なう県単独補助事業である。

この結果，計画年次の苑を経過した41年度末現在，7

団地，面積にして約70haの団地化が実現したのでこれ

を機会に「樹苗生産団地造成事業」について概要を紹介

して承たい。

1．事業の計画と実績

昭和39年度より着手したこの事業の計画と実縦は，第

1表のとおりで既設7団地の分布状況は，6団地，約65
haが県東部富士山麓地帯（富士宮市および旧吉原市）に

集中しており，この地帯は今後一層団地化が進む見込象

で，最終的には10団地,100ha前後に達するものと予測

される。

第1表事業の計画および実績

苗畑経営の合理化を

目的とした｢樹苗生産団地」

◆

片岡安平

井草五郎
嚇岡県林業指導課〕

一

はじめに

種苗行政の目標を一口で言えば「優良苗木を，低価機

（生産者の正当な利益を維持しつつ）で造林者に供給す

ること」と言ってよいかと思うが，現実にはこの目標の

実現を阻害する幾多の難問題が山職象している。

たとえば，

①労働力の不足に伴う腱業貿金の高騰。

②生産基盤と擬本の弱体（零細経営，股地の小規模

かつ分散所有）からくる低生産性。

③需給の不安定と，前近代的な流通機構。

などである。

第1の労務不足による股業賀金の高騰は周知の事実

で，静岡県の農業賃金（男）についてふると，昭和35年

を100としたとき，昭矛哩0年度の指数は257（静岡県艇

林水産統計年報41年度版）となっており，具体的には昭

和35年頃500円程度であった男人夫賃が，現在1,200～

1,300円程度童でハネ上がっている。

第2の生産基盤についてぷた場合，全苗木生産者の80

％が1ha未満の零細な経営者で，その苗畑も10a程度の

小規苗畑を，分散所有しているのがほとんどで，労働生

産性の向上を阻害している大きな因子となっている。

第3の流通機織上の問題点は，苗木自体を商品として

象た場合，苗木が本来もつ硬直的，非弾力的な需給上の

性絡（貯蔵不可能，需要通不確定，価絡と消費量の無関

係）に加え，前近代的な流通機椛とあいまって，乱売，

ﾀ'ンピンク・等の過当競争を招き，ひいては，優良苗木の

生産を阻む一因となっている。

そこで，本県では民営の林業用苗畑経営の近代化の一

環として「樹苗生産団地造成事業」を計画し，県単独補

助事業として着手した。

この事業は，昭和39年度より6カ年計m(当初は5力

摘要三塁3 ’
規模別
但1地数

A級1
B級2

団地化
面職

ha

32．6

事業饗

’39
千門
3,600

実

401蝋； 18．013,60011,800

》内訳第2表

4'|A級］

小計|鰯

16-816.812,880 1,440

敬

67.4 10,080

』

一

計

1

画

合計

一方，県西部については，天竜林業地帯を消饗地とし

て持ち，好条件にあるが，諸種の事情から，既設団地を

含め，3団地,20ha程度になるものと考えている。

今後は，主として，中ないし小型団地(8ha未満)を

中心に団地化を進める計画であるが，計画どおり顎業が

進めば，県下の種苗生産者経営苗畑（休閑地を含めた）

の60影程度に上り，その生産能力は，山行苗にして1，00
0
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～1,200万に達し，これは県内所要量の約50％にあたる。が，一般には5～10mMの貯水能力(常時水源から，必要
2，施設の概要な水量を確保できる場合は，あまり大型なものは不要）
既設7団地の施設内容等は，第2表のとおりで，これを持っており，最低1.5～2回分の薬剤散布に要する水
でわかるとおり，その規模も大は17haから，小は4ha量を，確保することができるようになっている。
までさまざまである。したがって，磯械の能力はもとよ（3）パイプライン

リ，水梢の形式一つにも個性があるが，すべて協業組織苗畑には，水道管方式によるパイプライン（ビニール
として導入しやすいことから定概配管式の共同防除施設製，末端13mm)を埋設し，各所に「立上がり」を設瀧
を母体としている点では，共通している。以下施設につし，立上がりに30mゴムホースをセットした竹管ノズル
いて簡単に述べて拳る。を接続すれば，苗畑のどこにおいても，薬剤散布が可能
（1）動力および動力噴霧機であり，パイプラインの総延長は，大型団地では6,000
動力噴霧機は，主として団地面積の大小，地形，稼動人m以上に及んでいる。
員等によって異なるが,10ha程度の団地では，常用圧(4)その他付属設備

以上の設備に加え，機械室兼作業舎，1､ランシーバ等JJ35kg程度のものを装術しており，動力はディゼルエ

ンジン，または電動モーターを使用しているが，動力I蝋を設備するほか，団地によっては，製莚機，製縄機梱
霧機の常用圧力が35kg程度の場合は,7～:10馬力程度包機等は備えているものもある。
のエンジンが必要であり，一般には多少価絡は高くと3．施設の能力と防除経費

も，大型なものを設備した方が，機械に無理もなく将来生産団地の施設は，共同防除による薬剤散布のほか，
面秋等の拡大を考えると有利のようである。噴口の取替え，圧力の調整等により除草剤の散布，潅水
（2）水槽および撹拝装置および施肥（液肥の使用）等に利用可能であり，事実1
水棚は，コンクリー1､製で，貯水糟，混合糟，貯液部これらの目的に利用し，相当の効果をあげているが，
槽，各1基のほか，薬剤櫓2韮を装術しているのが一般ここでは主目的である共同防除能力（ボルドー液散布）
であるが，団地によっては，1部の水槽を省略したものと，その経饗について述べることとする。
や，円筒型水槽を使用しているものなどがあり，貯水槽なお既設生産団地は，先に述べたとおり規模，能力等
を除く各槽に撹拝機を装置している。が異なり，したがって防除経費等も異なるので，標準的
貯水梢の大きさは，散布面稜の大小によって異なるな団地（団地而穣1211a,作付面職8ha)について例を
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第3表共同防除施設利用による防除経費 ／

散布所要

8

薬剤費
面識時間、

桜 間接的経費

施設等償
却および諸経賛計
修織機

合計 摘要
計

’ 額
m21分

357
80,00022，（5時間57分う

門人
男6

784女6
計12

門
1,200
700

門
7，200
4，200
11，400

門

34,184

門

13,856

門

784

門

14,640

門

48,824

1回当たり

囎瀞
噴口5頭使用
した場合

ﾛ ﾛﾛ

I
lha当たり
防除経磯
（1回）

男0.75
2,848女0.75

計1.50‘,｡',‘|(創鍵諭）
1,200
7()0

900

525
1．425

6,1031!､273 1,732 98 1,830

この賓料は,40年度の防除実鎖から算出した。

労務識で男女の剖合は，実際には，男3人女10人程度にすることが可能である。

所要時間の棚で1haの場合については,1頭口で，散布に要する時間を示した。
所要時間には，移励時間を含めていない。
薬剤は，4－4式ボルドーを10a当たり,200～210#｡

ホルドー液には，サッピラン（‘1回）展溌刺等を使用。

１
２
３
４
５
６

Ｊ注ぐ

″

とり，述べて桑ることとする。（第3表参照）

（1）施設の能力

第3表でわかるとおり，ボルドー液の溌布能力は，1

頭口で1haの散布に3時間40分程度（薬璽は10a当たり

200′程度打込承）を要し，通常5頭口を同時に使用し，

蕊剤散布を実施するので,8ha(約90%が山行苗）の薬

剤散布を実時間6時間たらずで終了する。したがって，

後始末，移動時間等を含めて実動7～8時間で，すべて

の作業が鵜了する。なお，この散布時間は動噴の圧力，

噴口の大小，数等によって異なるので注意を要する。

一方，この作業に要する人員は，榎械運転薬剤調整で

1名，散布作業に10名(1頭口当り2名),連絡係1名

（機械室と現地とのトランシーバによる連絡）合計12名

で作業が可能である。

（2）防除経費

防除経費は，苗木の大小，苗畑の立地条件，ボルドー

液に他の薬剤（殺ダニ剤，有機水銀剤等）を併用，また

は単用するかによって異なるが，第3表の例は4－4式

ボルドー液を年10回散布（内4回について，殺ダニ剤等

を併用）した実績から1回当りの防除経費を逆算したも

のであるが，施設の償却，諸雑費等を含め，およそ1ha

l回につき，6,000円を要する結果となった。この経擬

は，施設の使用になれるとともに，散布方法を合理化に

より，なお節減の可能性が大きいと考えている。

4．生産団地の運営

生産団地の運営という点については，複数の人間が集

団で作業を行ない，施設を運営していく関係から，共同

利用規約等を定めるほか樅成員の個性に応じた，作業分

担（機械係，防除係，会計等）を行なって運営している

のが実状であるが，生産団地の規模の大小，椎成員の苗

畑経営規模の岐差，また個人の考え方の相異等により，

細部の点については，各団地によってかなり個性のある

運営をしている。

まず出役の問題では，通常団地内作付而職の大小にか

かわらず，各艇家に定数割当（通常2名）をしている場

合と，出役は，各挫家の自由にまかされている場合とが

あるが，いずれにしても，たまたま本人の都合で，出役

できなくても他の栂成員の手によって，予定どおり防除

が行なわれることと，原則として生産団地櫛成員以外か

らの雇用は，行なわない点は共通している。

つぎに，薬剤散布の具体的な方法としては自分の苗畑

は，自分の手で薬剤散布を行なっている団地と，苗畑の

所有に関係なく全面的に共同作業による場合の2通りが

あり，いずれも一長一短があるが，後者の方が櫛成員の

団結も固く本来のあり方ではないかと考えている。

第3に，運営上最も問題になる経費負担の方法である

が,(経養負担について椎成員の間に不満が生じた場合，

協業組織，共同作業等の失敗の原因になりがちで，指導

上注意を要する点と考えられる）一般には作付面積を基

準にする方法，散布時間を基準にする方法，鎧よびこれ

らの併用等の方法がとられている。

5．生産団地の効果

既設生産団地城穂動実績が短く，現在までのデータだ

けで，その効果を云をするのには多少問題があるが，経

済的効果だけをとらえても，相当の効果が認められる。

また，間接的効果については，今後の運営にまつべき点
、

が多いが，興味深いさまざまな現象が認められるので‘

主な点について触れて象る°

〆
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（1）直接的効果

㈱防除経費の節減。

“）適期完全防除が，可能になったこと。

（ｳ）除草剤，潅水，施肥等の作業に利用することによ

るこれらの経費の節減。

最初の防除経費の点では労務饗が個人防除の50％程度

で済むことと，償却費等も個人防除の70影と翠られ，さ

らに除草剤の散布，識水等の作業への応用によるこれら

の労務費の節減は大きく，いずれにせよ労務不足に対処

するという点からは完全にその効果が上がっている。

付)の適期完全防除が可能になった点は，経盛の節減に

も増して重要な点といわねばならない。従来，ともすれ

ば防除作業が遅れがちで，防除適期を失する傾向が象ら

れていたが，共同防除によれば，個人の都合と関係なく

定期的に防除が実施されるとともに，不都合があって

も，自分の苗畑は共同作業によって計画どおり防除がな

され，しかも，たった1日で作業が終了するので，他の

作業への労務の配分も可能となり，防除自体の年間散布

回数も増加されうるようになり，苗木品質への影灘は，

見逃がすことはできない。

（2）間接的効果

㈱技術レベルの向上。

（ｲ）協業化，共同販売等による経営の合理化と，収益

性の向上。

従来，とかく苗木生産者は，防除技術はもちろんのこ

と育苗技術全般にわたって，自己の経験や，勘に基づ

く，－人よがりな技術にこりかたまる傾向が強く，いき

おい，新技術や農薬の導入に対し，保守的である反面，

やたらと新しい艇薬等を誤って使用し，失敗する例がし

ばしばゑられている。しかしながら，生産団地における

最近の傾向としては，共同作業等を通じお互いの苗畑の

生育等を観察し合うことによって，啓発し合うととも

に，技術上の意見交換が行なわれる等の傾向が強く現わ

れつつあり，進んだ生産団地においては，防除技術はも

とより，肥培管理，苗畑の選定，輪作に至るまで，お互

いに協議し，一定の基準のもとに行なっている。

このような生産団地では，団地内の苗畑は柵成員全員

のものであるというような意識が高まっており，桃成員

全体の技術レベルの向上の傾向は，著しいものがあると

ともに，このような考えから，苗木生産部門に関する限

り，広い意味の協業化がなされつつあると考えられる。

一方，販売等の問題については，従来，零細な数量の

苗木を個人的に売りさばいたり，あるいは仲介者等にゆ

だねる等の結果，販売上きわめて不利な面があった。こ

れに対し生産団地が一つの販売協同体となって，販売に

当たる一方，出荷における統一的な共同選苗を行なうか

たわら，作付から管理全般について，統一した育苗を行

なっているため，産地，品質，規格の均一な苗木を，10

万,20万という単位で出荷Gきる関係から，販売上きわ

めて有利な面が現われてきている。

このほか，共同防除を実施する結果，薬剤の共同購入

を行なうほか，一般資材等についても，これを共同購入

する傾向が生まれつつあり，長い目で承た場合生産コス

トの低減につながるものと考えてよいかと思われる。

6．現状における問題点と，将来の方向

現在までのところ，苗畑生産団地は，一応初期の目的

を達しつつあると考えているが，必ずしも問題点がない

わけではなく，むしろこれから述べようとする問題点が

解決されなければ生産団地の真の効果は期待できないと

考えられる。そこで，現状における問題点の主なものに

ついて述べるとともに，将来の方向についても併せて考

えてゑたい。

（1）技術上の問題点

技術上の最大の問題点は固定施設の設置にともなう苗

畑の固定化から生ずる育苗上の弊害の一言につきると思

われる。

苗木は，一般に連作のむずかしい作物であることは，

周知のと粘りであるが，従来本県の苗木生産者は，苗木

生産者以外の幾家の畑地を転食と借地しながら，育苗を

行なうことによってこれを解決してきており，反面，こ

れが小規模苗畑の分散経営という点にもつながっていた

わけである。

これに対し，生産団地の場合，この苗畑の移動という

方法は困難となるため，現在のところ，団地内圃地の6

～7割について作付を行ない，2年程度苗畑とてて使用

した後，1年休閑（他の腿作物を作付する）する方式を

とっているが，これを将来くり返していけば，当然地力

減退をきたし，連作の弊害が予想されるので，施肥技術

と，輪作作目の選定について，十分な研究が必要と考え

られる。

（2）経営上の問題点と将来の方向

経営上における問題としては，共同施設の利用，お主

び共同作業等により生じた，余剰労力をいかに他の作目

を含めた全体的な農業経営上の収益の向上に結びつける

かという問題である。この問題は，単に苗畑経営だけの

問題に止まらず，農業経営上の大きな問題点と言ってよ

いと考えられる。そこで，苗畑経営を中心に考えた場

合，われわれとしては，現在，生産団地の穂来の方向と

して次のような点を考えている。

①苗畑経営規模の拡大。

－15－
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②苗畑経営を中心とした，総合的な股業経営集団に

発展させる。

第1の苗畑経営規模の拡大は，本県が県内需要に対し

ては，計画生産を実施している関係上，一挙に経営規模
を拡大す』ることは，不可能であるが，現在本県苗木生産

地の1部では，都市化，宅地化の影響を受け，徐火に苗
木生産規模の縮少を，余儀なくされつつあるので，これ

らの地区の生産麓を，徐燕に生産団地に移し，規模の拡
大を図り，共同利用，協業等で生じた余剰労力を規模の

拡大に投入していくことが可能となると考えられる。

第2の協業化の問題については，あくまで苗木生産を

その中心に掻きながら，地力維持等を考慮した，製作，

換金作目を研究選定し，団地内で集団的，かつ計画的に

生産し，産地化を図り，市場性を持たせると同時に，苗

木生産部門単独か，あるいは，選定した作目を含めて，

生産から販売に至るまで，完全な共同化を行なう部門協

業経営体に発展させて行くことが可能ではないかと考え

ている。ただ問題は，裏作換金作目を何にするかという

ことが非常にむずかしい問題であると同時に，これらに

ついては，農業経営の専門家の指導，助言を得ていかな

ければならないと考えている。

むすび

以上生産団地の概要について述べたが，この生産団地

の造成によって，はじめに述べた行政目的のすべてが達

せられるものではもちろんない。静岡県でこの生産団地

育成事業のほか現在行なわれている施策に①生産と流通
の安定をはかるための「残苗補償基金制度」②流通機構

改善のための「取引近代化方策」および苗木の品質保証

のための「種苗の登録制度と自主検査制度」などがあ

る。こうした樹苗生産振興のための一連の行政努力とあ

いまって，はじめて生産団地はその効力を発揮するもの

であり，活きてくるものであると考えている。こうした

点を理解のうえ，本県の生産団地を苗木の生産指導上の

参考としていただければ幸いである。
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〔県の木シリーズ〕

ウバメガシ

（ブナ科）
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備長炭の炭材として名高いウバメガシだが，備長と；

は紀州田辺の木炭商備後屋長右術門の名に由来する。；
それだけにウバメガシは紀伊半島の沿海地に多く，和；

＄

歌山県の木としてまことにふさわしい。日本における；'

地理分布は琉球から北は三浦半島の城ケ島に達し，房：

総半島には真の自生はない｡海岸を遠く離れた所に朧；
ほとんど自生しないが，伊勢の大杉谷や阿波の木頭地；

方などの岩山で見たことがある｡兵庫県多可郡にもか；
なり内陸に群生地があり，昔，隣りの加東郡に住んでミ

いたあまんじやこが夜のうちにバノキ（ウバメガシの《
！：

方言名）の種子を多可郡比延庄村までばらまいてやる《

と夕方から播き出したが，村が広いのでバノキの辻ま§
抄

で来た所で夜明けとなり，残りの種子を全部この辻に；

播いてしまった。そこでバノキの辻には群生し，ここ§
％

より奥には'本も自生が無いと言い伝えている。比延§

庄村では大晦日の晩か正月の焚き初めにバノキの枝葉§
を用い，その威勢よく燃える音がぜにこめぜにこめf

（銭米）と聞こえて縁起が良いという。したがってウミ
バメガシはゼニゴメとも呼ばれる。南伊豆のゼニカネ；

ｼバ,遠州のバﾘバリ,和歌山県日高郡のパﾁパﾁｼ：
（などといったｳバﾒがｼの方言名も同様の民俗を物；
語っている。和歌山県有田郡では正月雑煮の燃料にかを

<

ならずｳパベの柴を伐って素いて用い，また御坊市で；
は12月13日がフクシバの柴刈りの日で赤飯を供えたと§

いう。ウバベおよびフクシバはもちろんウバメガシの》命
§方言名である。

,....｡.､.…...…….h,..患.....….談も､､．.b,‘...．｡,"..､.b・・・.､.箔,.も,.．．..,,,..｡,‘ず‘b‘．．､§｡．..',:ず蝦
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文・倉田悟（東大)，絵・中野真人
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(日本パルプ）方言
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第64回

森林利用研究会について

南方康

〔東京大学，股学部〕

森林利用研究会は，伐木集運材作業，林業用機械，な

らびに林道などに関する問題の中から重要な事項をとり

あげ，研究者およびこの分野に興味をもつ官民各屑から

なる会員の参加を得て，討論会，誠減会等の行事を行な

ってきたが，去る4月8日学士会館分館で開催された討

論会は，その64回目にあたる。

最近，林道に関する問題が諭識されているが，わが国

林道網の現況が一般に劣悪であり，これからの林業経営

にとって不十分であるという点では意見が一致してい

．る。しかし7，8年来，とくに民有林において，森林の

健全な取扱いと生産性の高い林業を実現するには，作業

道を含めた林道施設が不可欠であることを認識して実験

的に高い密度の林道網を低コストで完成し，伐出作業は

もちろんのこと，造林，撫育，管理面にわたる予想外の

一成果から，林業経営における林道の重要性を実証しつつ
ある事例が現われはじめている。また林道は林野の林業

的高度利用促進のための1基盤とされ，昭恥65年までに

約11万kmの路線を新設し約13myl,a強の林道網を完成

することが国の施策として決定されたのを背景に，民有

林林道行政にかなり顕著な変革がみられる。そこで今回

は，「森林施業に密着した林道ならびに作業道の在り方」

という議題で討論会が行なわれることとなった訳であ

る。話題提供者は，諸戸林産KK諸戸民和氏，林野庁上

田重次氏，同能勢誠夫氏にお願いしたが，その意図は，

合理的な林業経営に対する意欲にもえ自然的，制度的諸

現実に対処しつつパイオニア的努力を重ねつつある実務

家の意見とともに，林道に対する当局の考え方を話題提

供願えれば活発な討論の対象となることを予想したから

である。

、

第1の話題は，スライド併用による諸戸氏からの「こ

れからの林業のための林道と作業道」であったが，その

大要は次のとおりである。すなわち，これからの林業は

良い山，つまり豊富な蓄積と成長量が年々増大するよう

な森林を造成し，その結果として森林に公益性を発揮せ

しめつつ木材生産量の増大と林業労務者も含めた所得の

向上を図りうるような生産業でなければならないと思

う。このような姿を林業の本質に合致した林業と考えて

いるが，その実現は林道なくして不可能である。なぜな

ら，生産力の増大と健全な林相を保持しつつ森林に広い

効用を発揮せしめるには，従来の大面積皆伐を主体とす

る技術体系は不適当であり，必然的に集約かつ機動性に

富む機械化作業で生産活動を行ない，経営組織，労働条

件，技術体系，税制までも変貌させるような技術革新を

実現する必要がある。そしてこれを可能にするには，現

在の技術水準から考えて林道網が高密度で存在すること

が要求されるからである。私はこのことをヨーロッパ旅

行を機に自覚し，わが国の姻膠的，気象的条件を考慮し

て，まずI隔員の狭い作業道から実行したが，その結果は

建設が容易かつ安価であったこと，再三の豪雨にもよく

耐えたことなどから，今日では必要な主林道も自力作設

している。林道，作業道の配置は山の中腹へ200～300m

に1本の割合で開設し，排土の落下防止にばソダエを用

いたり，沈床橘を原則にしたり，側溝のかわりに多数の

枇断排水灘を設けるなど，櫛造は極力鮒単にしている。

このような林道網を約35m/ha程度開設することによ

り，また作業機械の開発改良，作業法の研究等を重ねて

林業の本質に合致した森林の取扱い，すなわち小面積皆

伐，傘伐作業の考えをとり入れた樹下植栽，あるいは樹

下植栽を伴う主伐作業，群状択伐等を適所にしかも経済

的に行ないうることとなり，管理体制の強化，山林作業

員の労働条件の改善,労働災害,防火処置体制の強化，
造林，撫育作業の合理化など，多くの点が改善されて林

業の技術革新に対する可能性を見出すことができた。

第2の話題は上田氏からの「これからの民有林林道の

在り方」についてであるが，これを要約すると次のとお

りである。すなわち，わが国の民有林の特徴的な姿は，

一口でいえば零細林業が圧倒的に多く，これが大規模か

つ林相も改良された林業と併存することといえよう。し

たがってこれらを対象とする民有林林道事業は，その時

代の社会的経済的発展にそれらを順応せしめる必要上，

これまでさまざまな補助体系が生室れ，非常に複雑であ

った。しかし昨年森林資源に関する長期計画が決定され

て以来，主として未開発林の開発促進と木材需給の緩和

に重点が置かれた従来の林道開設意義が，林業総生産の
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の成立基雛を与えるものであるから，他産業におけると

同様，国の公共投賓の導入が考えられてよいし，民有林

との関連地域開発を目的とした林道では，峰越しまたは

大勝線林道方式による補助金および受益の範囲内での分

担金の導入が考えられてもよいと考える。

いずれにしても合理的林業経営のためには，国有林に

おいても早急に林道の整備が望まれ，資金問題も含めて

今後その笑現に努めなければならない。

以上のごとき3氏からの話題提供のあと，これらを中

心に討識が行なわれたが，大別して①林道行政に関する

問題，②作業道に対する考え方に関する問題，③彬迩，

作業道の椛造上の問題，および④路網計画の前提条件，

⑤林道の造林，撫育，管理面に与える効果の評価法など

に関する討議が主な内容であった。

とくに第1の林道行政に関する問題は，林道について

の隷農に必ず話題となる事項であるが，今回もその例外

ではなく，行政的な要改善点の提起という形で発言され

たものが多い。その主なものをあげると，新補助体系の

中での作業道の取扱いはどうか，（雷だ捕助対象にする

段階にまで至っていない)，民有林の作業道作設には融

資の道が開かれているというが，糒造査定基準が厳梢で

低規柑の作業道は開設しにくい現状にある,(融擬条件に

は細部の柵造規定ばない。木馬道，牛馬道等の規椛も竹』

業週に該当させうると考えれば，現在でも円滑な融擬制

腱の巡用ができるはずだ。関係機関にこのへんの趣旨を

徹底したい)，林道の開設は腱地造成に匹敵する。もし

森林の広い効用を認め林業を必要な産業の一つと認める

ならば，林地を造成する林道にはさらに大幅な公共投費

が望まれる。このことは，わが国の地方道が多く林道を

母体にしていることからも考えられる,（これに対しては

とくに返答はなかったが，上田，能勢両氏の話題からも

うかがえるように，大幹線，幹線，峰越林道の拡充を通

じて不十分ながらその方向に向かいつつあるように思わ

れる)。②については,林道,作業道の単位，伐出後のfi

業道の取扱い等に関して，官民の見解がかなり対称的で

あったのが印象的で，③については，とくに側瀧の効用

とその要，否の問題が中心であり，④，⑤についてもか

なり韮本的な問題点が提案された。

以_上討論会の概要を記したが，問題が根本的かつ多I脳

にわたるため，おのおの結論めいたものを期待すること

は不可能であるが，活発な討議を通じて重要な問題点が

浮き彫りにされたことだけでも，ある程度，本討論会の

目的は果たされたと思われる。ただ多少の時間不足のた

め，なお十分論議をつくし得ぬ点のあったことはいささ

か践念であった。

増大，生産性の向上，山村地域の経済格差の是正という

3つの目標に転じ，これを基調に補助体系の整理簡素化

がなされ，大紳線，幹線，一般の3区分(従来は8区分）

に統合された。この新補助体系は，査定基準，補助率の

緩和を図って，従来の補助対象をすべて包含しつつ，こ

れまで対象になり得なかったものも新たに含めることに

よって，林遊に郷せられた今日的意義を行政に反映せし

め，あわせて林道事業の拡大を狙ったものである。また

1fi助対象林道の性栴に相変わらず公道的林道が多いこと

も駆実で，本日の議題にある作業道を対象とする段階に

は程遠い感がする。

しかし今後は，従来通り公道的林道の整備を早急に進

める反面，さらに進んで施業に密着した作業道にも考慮

を払わねばならないし，これに必要な制度上，組織上の

問題点についても検討して行きたいと考えている。

最後の禰題は，「国有林林道のこれからの在り方」に

ついて能勢氏から伺った。すなわち，林道の経済的機能

には，一般公道と同様，輸送路として機能し，森林の経

済的立地の向上に貢献するものと，林地内の作業路とし

て伐出造林など林業諸作業の能率化，合理化を推進する

機能とがある。従来の国有林では第1の機能をもつ林

道，特に岬越林道などに対してはあまり積極的ではなか

たようであるが，自動車輸送の発達，木材市場の広域

化，あるいは林業労働力の有効活用といった観点から，

また，国民有林併存地域では，地域的林業生産の基盤，

山村振興の手段として，この種の林道が強く要求されて

いる。それゆえ国有林経営の根幹となる幹線林道は，今

後は単に林業生産のみを目的とせず，一般輪送路的嬢能

も十分考噸して広く地域開発的視野から路線の決定配置

を行なう必要がある。これに対し林地内林道について

は，従来通り作業路としての性絡を追求し，林業諸生産

の効率化の手段として開設されてよい。したがってその

開設に当たっては，利用期間，利用目的に合った経済的

な櫛造規格にすあことが肝要であり，伐採計画，造林計

画と密接に関連せしめつつ，投資効果も考慮さるべきで

あぁ。この投攪効果の判定については，昨年度に行なっ

た委託研究調査をもとに，地形，林相，集材法，林道単

111i等の関連因子別に合理的林道密度の標準化を行ない，

これを蕪準にして現況に応じた林道網計画を樹立するこ

とを考えている。

さらに制遁率業推進の原動力である資金に関する問題

であるが，事業林道はその性絡から自己資本により開設

することは当然としても，公道的性格の強い基幹林道ま

で全面的に自己資本によることば経営上問題がある。そ

れゆえ，もっぱら国有林が利用する基幹林道でも，林業

一
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荒廃林地の復旧

まえがき

わが国のように自然条件(地質･地形･気候)が複雑

な山地流域と，これに接して開発の著しい稠密した社会

環境のもとでは，各所に続発する山崩れその他による林

地の荒廃は，単にそれ自体の被害にとどまらず，流出土

砂による直接的な災害や間断ない下流への流送にともな

う間接的な被害など，つねに両者の間に不安定な関係が

胚胎することとなるため，古くから荒廃地に対する積極

的な対策が行なわれてきた。

すなわち，荒廃地の復旧工事というものは，そのまま

放置されることによって，侵食や土砂礫の流出が加速度

的に進展することを緩和するために，適切なエ法でとめ

たりあるいは無害に流去させることによって災害を抑制

し，林地の保全をはかるもので，いいかえれば，自然の

侵食の推移を社会との調和のあるものにすることであ

る。

I.荒廃地の特性と復旧対策上の要点

変化の多い自然環境にともなって，荒廃地の状況もい

ろいろであり，したがってそれぞれの特性に応じた復旧

対策が行なわれるのが理想である。

1．形態的分類と施工の要点

荒廃地は発生の原因や形態的な特性によって次のよう

にわけられる。

崩壊地（山くずれ）－豪雨あるいは地震などによっ

て生ずる山腹崩壊地は，山腹や溪床に堆積した土砂が大

麓に流出するおそれがあるので，山腹には擁壁工や水路

工などの基礎工事が必要である。一般的には崩落土砂の

理化学性がよいので緑化回復は比較的やさしい場合が多

い。また，渓流の縦侵食や横侵食のため発生する溪岸崩

壊地は，溪岸にそって拡大しやすく，土砂は直接下流に

流送される。祭価の復旧工事だけでは不十分で，斜面脚

部を固定するため堰堤工(床固工)・謹岸エなどが必要で

ある。なお，全国に分布する有名な火山やその周辺には

火山性崩壊地が承られ，大きな侵食谷が形成され，土石

流の発生もしばしばで，多量の土砂を下流山麓地帯に流

出して被害を出すので，下流の災害防除のための溪流工

岩川幹夫

〔林業試験場・防災部〕

甑に重点がおかれる。シラスなどの火山灰・砂。軽石な

どが堆横したところでは，侵食されやすいため，集水あ

るいば排水工事が重点となる。

はげ山一降水量の少ない(1,000mm前後）瀬戸内

海沿岸地帯および滋賀。岐阜。愛知県などに分布してい

る。地質的には花鮒岩・石英粗面岩・第三紀層などの地

帯で，とくに石英粗面岩。第三紀廟地帯では土壌の理・

化学性がともに悪く，有機賀に乏しく，乾燥する。いち

ど裸地化すると植生の侵入・生育がおそく，常時侵食が

行なわれるために環境の好蛎がおいつかず，はげ山化が

進むものである。この地帯では表面侵食が主であるの

で，面状に早期緑化することをねらいとし，植栽溝を大

きく掘り，堆肥などの施肥によって土壌の理学性と水分

保持をよくし，生育促進に重点をおいた施工法が必要で

ある。

地iこり－－地質的あるいは災害の発生がら拳ても，破

砕柵地iこり，第三紀層地iこり，洲泉地造りなどにわけら

れる。破砕帯地造りは一般に速度がはやく，崩壊の形を
とることが多く，人畜の被害が発生することが多い。第

三紀層地造りは比較的緩傾斜の山腹に起こり，速度もゆ

るやかである。温泉地とりは温泉作用，硫気作用などに

よって変質をうけたところで起こりやすい。地造りは地

下水の排水処理工事などによって移動が止まったあと

に，山腹斜面の侵食防止工や，緑化工を行なうことにな

為。

煙害地一鉱山の製錬所から排煙される亜硫酸ガスに

よって，植生が消滅あるいは後退した荒廃地で，小坂・

足尾・直島などは荒廃の規模が大きい。復旧の根本的な

対策は排煙処理を改善して有害ガスをなくすことである

が，施エに際しては炭カルなどで土壌酸度を矯正し，ま

た窒素肥料を多く与えれば抵抗性がたかまることもたし

かめられているので，肥効の持続性のある堆肥などを多

くし，耐煙性（樹葉が有害ガスに強いものや崩芽性が強

いもの）のすぐれた植物を導入する必要がある。

海岸飛砂地一わが国の海岸では各地に砂丘が発達し

ているが，諸先輩のすぐれた研究によって，日本海北部
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海岸，鳥取海岸，太平洋岸の鹿島灘，遠州灘などのよう

に，それぞｵもの立地環境に応じた特徴のある人工砂丘の

造成や，静砂垣の配置による固定および緑化方法が行な

われている。現在は次第に最前線地区の飛砂地に対する

施エが進められているため，汀線に接近した環境におけ

る椛築物の設定や適植物の導入を慎重に行なうことが必

要である。

2．地帯分類と施工の要点

前述の形態的な分類のほか，施工の具体的対策上か

ら，工法選択に関係のある地質や気候的条件などを考慮

した地帯的な分類が考えられる。すなわち，荒廃の特性

から地慨的には花崗岩，火山堆職物，第三・四紀層，中

古生層，その他に，またとくに緑化エの面からは気候的

条件が重視され，温度条件では暖帯，温帯，亜高山帯

に，降水量では少雨（ほぼ1,200mm以下),多雨>[温

帯以北では少雪（最高漬雪深50cmていど以下),多雪〕

などの地補ないし地域にわけて対策が考えられる。とり

わけ，わが国の気候的条件で留意しなければならないこ

とは，降水量の多少および冬期間に寒冷な地帯では降雪

鮭の多少などによって，施工法に大きな特徴があること

である。

降水量の少ないはげ山地帯については前述したが，冬

期間寒さがきびしくかつ積雪灘の少ない地帯では，凍上

や霜柱の害が著しく，幼植物は土壌とともに浮上がって

乾燥枯死し崩落するので，斜面の緑化が進まず，傾斜の

急な癖悪な土壌条件のところでは再崩壊のおそれが多

い。このためこの地帯では階段間の斜面の被覆工，緑化

工が重要な工法となる。また，北陸から東北，北海道な

どの稜雪の多い地帯では，積雪の移動によって荒廃が促

進されるが，復旧に際しても山腹工や緑化工が破壊さ

れ，斜面が不安定になることが少なくない。したがっ

て，祇雪の移動圧をいかに処理するが問題で，なだれ防

止をかねた積工あるいは階段エを行なうこともあり，北

海道地方では山腹緑化エに金網張り工とさしき工を活用

した方法でよい結果をえている例がある。また，溪間エ

事によって山脚を固定し，土砂を防止する必要がある。

Ⅱ、復旧工事とそのねらい

荒廃地の復旧工事は，堰堤・謹岸工など復旧の最も基

礎となる溪流工事と，山腹における擁壁工･埋設エ・法

切工．その他緑化工の直接の基礎となる各種の地栫工，

および緑化エなどの山腹エ事とにわけられる。工事の内

容は，溪流工と山腹基礎工は土木的エ法となり，緑化工

は造林的な施工内容である。一般に山地荒廃では，崩壊

・表面侵食・縦侵食などで流出土砂が谷に押出して溪流

を荒廃させ，渓流自体も縦・横侵食によって溪岸が不安

ノ

定となり,11l腹崩壊をもたらす。したがって，復旧工事

は溪床と山腹との関係を十分考慮し，一体の目標のもと

で施工さｵiるべきもので，荒廃地の状況に応じた両者の

組合わせが大切であるC

l藤購基礎工

｜筋エ・段祇苗工・被覆工
:,鵜豊

｜謹聴繊鰯
(治山工事）

｜…綱鳶,…‘緑化工

植栽ｴ{枝(根)重きエ
1．溪流工事

溪流工事は荒廃している溪流の侵食を防止し，下流域

への土砂礫の流出を抑制すること，山脚を固定して崖錐

の形成を促進し崩壊面の自然復旧をたすけ，あるいは施

工を容易にして復旧を促進するためのものである。

すなわち，縦侵食に対しては流出砂礫を留止し，溪床

勾配を綴にして水勢をやわらげるために治山堰堤を設定

する。また，現在の溪床を維持し護岸工の脚部の洗屈を

保識するためには，溪床上につき出な､寸ような低い堰堤

による床固（とこがため）工を設定する。I｣』腹の小溪流

には堰堤を小規模にした谷止工を設定して山脚を固定し

山腹工の基礎とする。これらの堰堤の築設には祇石，コ

ンクリート，蛇篭，編柵などのほか，最近ではコンクリ

ー1,ブロックや鋼材などによる組立式の堰堤も施行され

ている。このほか，流路断面を広げて水深を浅くし水勢

をよわめたり，乱流する流路の整理，変更などのために

は水路工が行なわれる。

職侵食にたいしては，溪岸を保護するため，石穂やコ

ンクリートなどの高い擁壁あるいは蛇寵，編柵，木柵な

どで作られる護岸工や，溪岸から適当な長さや方向に工

作物を突出して流心の方向をかえる水制工などが行なわ

れる。なお，溪流エ作物の施工に当たっては個凌のエ作

物の施工にたいする十分な検討のほか，流域的な配置方

法について考慮することが大切である。

2．山腹韮礎工事

樹草の導入に先だってその地捕えのために行なわれる

もので，擁壁エ(積エ)，埋設エ，編柵工，法切工，水路

工，階段エ(稜苗工・筋工)，被覆工などがあるが，次の

ような点にとくに注意が必要である。

法切工では再荒廃の原因となりやすい峰筋や周辺部の

－20－
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とも行なわれる。第3には荒廃地は一般に癖地であるた

め肥料を十分に施すことである。施肥によって成長を促
進し短期間に植物被覆がえられるようにし，強雨や凍上

などによる表面侵食にたいして，争価がむらなく抵抗で

きるようにする。表土の少ない法切面などには堆肥など

の有機質I畔}を多くすることが望ましく，堆積斜面でも

施肥によって緑化が促進される。また，導入植物の種類

によってそれぞれ適当な肥料成分を多くする必要があ

り，イネ科の草種やそのほか一般の樹草には窒素肥料を

多くし，肥料木草には燐酸肥料が多くいる。荒廃地では

土壌の燐酸吸収係数の大きい場合が多く，肥料木草が燐
酸を多く要求することと相まってこの点の考慮が大切で

ある。第4としては土壌の通気性をよくすることで，法

切余緬ことに粘土質の土壌などの場合には，械栽溝や植
穴を大きく掘って耕転効果をあげ，あるいは有機質肥料
を多く施して理学性をよくするようにする。

(a)草生工

工事地の斜面表土を施工後す象やかに直接被綴するに

は，生育の早い草本類がすぐれている。古くから行なわ

れてきた階段工（祇赫工・筋工・段積苗工など）形式の

場合は，階段上に切芝による草付や犬走り(階段外側部）
にカヤ（ススキ）株を，ときにはハギや雑単の筋まきな

どが行なわれたが，これだけでは階段間の斜面が広く残

るため，土壌や気候条件のわるい地域では再荒廃をまね

くことも少なくなかった。このようなことから，施工初
期から積極的に階段間斜面を緑化することが研究される

ようになり，種子（雑草類や林木種子）・肥料・壌土を

まぜて斜面にまきつけ，この上をワラで全面被鐙する斜
面混播法や，成長の早い草や木（埋幹や枝まきなども併

カプリなどの不安定箇所や，斜面の不整形部分の地なら

しをよくすることであって，斜面を必要以上に削りすぎ

て多くの不安定土砂を出さないようにする。なお，山腹

に堆積する不安定土砂の固定のためには擁壁工，埋設工

などは十分に設置しておく必要がある。

階段工の場合,法切した播悪な土壌条件の斜面では，

客土効果のある祇苗工が導入植物の成長促進に効果があ
るが，乾燥しやすいところでは植栽識が合理的な場合も

少なくない。山腹下部などの土壌条件のよいところでは

筋工が行なわれる。階段工ははげ山地帯からはじまった

最も典型的な施工方法であるが，緑化技術の進歩にとも

なって，階段間斜面の緑化方法がやさしく能率的に行な

えるようになり，階段エのゑによ為線的。点的緑化は著

しく改善されてきた。ことに，凍上・霜柱のはげしい地

帯では，階段外側部が崩れやすいので，階段の形を低く

し，また階段間隔を長くして,PIi凸の少ない整った斜面

になるように施工する方法も行なわれる。

へ

、一

工(植穴）

〃

埋幹２

筋工(植栽溝）

第1図階段工用）による早期全面緑化工などによって，面的緑化工の
3．緑化工期基本が示されたが，現在はその応用形態といえる各種緑
各種の山腹基磁工事によって地栫えされたあとには緑化工（後述）が開発されて，階段間斜而あるいは無階段
化工が行なわれる。化した（作業階段を設ける）斜而の緑化に活用されてい
ところで緑化工を成功させるためには，次のようなこる。

とが肝心である。まず第1は土砂の安定をはかることで⑥植栽エ
ある。それには斜而に浮土砂を多くしないことである緑化工の最終目標は治山治水上の機能の回復，有用林
が，要所には擁壁工や編柵工などを確実に配置する。ま地への回復にあるから，前述の箪挫工によって地表の安
た，凍上地滞や載雪地帯では施工初期の斜面安定のた定をはかるとともに，森林への推移を速進するために木
め，ソダ，ムシロそのほかの材料による被覆工が行なわ本植物の導入が行なわれる。植栽はおもに階段上に1.5
れる。第2には荒廃地で緑化がはばまれる原因の一つm前後の間隔にha当たり5,000～6,000本の萠木をうえ
は，土壌の乾燥がはげしいことである。やせた荒廃地でつけるのが一般であるが，全面緑化が進められている最
も水分条件がよけば緑化はやさしくなる。階段工の懐部近では，発根しやすい種類の枝条を20～30cmに切って
に理ワラや堆肥などの有機質を多く支えること，植栽溝さしこむ埋幹法や，枝や根を3cmていどに切ってばら
（階段の懐部を地表よりも下に移した状態になる）によまきする枝まき法などで,階段外側部や斜面に柵状,すじ
る方法，地表をワラ，ムシロその他の材料で被覆するこ状に密に導入する効果的な緑化方法も行なわれてい蔦,。
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導入樹種はヤシャブシ類，ヤマハンノキ，ニセアカシ

アなどの肥料木類，マツ類などが一般に用いられてきた

が，施エ地の土壌その他地況のちがいに応じて樹種，密

度などを配慮し，堆積が厚い斜面では初めから有用樹種

の導入も考えられる。一方，緑化のおそい荒廃斜面も少

なくなく，荒廃地植物の研究もさらに必要で，地帯ある

いは地域別に通植物が選定されることが望ましい。

に）新しい緑化エ

最近開発されつつある各種の新緬ヒエは，治山施工地

のほか，道路法面などでもよく象られるが，施工形態や

使用材料などにエって区分し，特性をのべて象るo

帯状施工 すじ状施工 商状流T

第2図新しい緑化工

帯状施工一階段工の切芝にかわるものとして最初に

開発されたのが植生盤で，この発想から数多くの工法

(材料・形態)が生室れたといえよう。植生盤は現地で壌

土に堆肥，切ワラ，肥料などをまぜてねり合わせたもの

を手動の圧縮機にかけて’縦・横・厚さが20．30･3cm

の大きさに嗣膠し，小穴を多数あけた表面に配合した種

子をまき，粘土汁などでおおって流失しないようにし，

盤の厚さだけ埋めて60～90cm間隔に淵:状に張りつけ

る。泥炭を母材にして大量生産されているヒドケン植生

盤も同様のものである。このほか，リョクカ，ベジタ

イ，ク．リーンベルトなどは，目のあらい布袋や樹脂系の

袋に種子・肥土をつめて同様な要領で施工し，布や樹脂

系の網状材料に切ワラや肥料，種子などを付着させたも

のをはりつけるものにはガソリンなどがある。

これらの工法のうち，導入母材に壌土など客土に類す

るものを多く用いる工法は，切取面や粘土質土壌，ある

いは表面に礫の多い土壌などにも適用できるので，治山

の現地では広く活用されて恥り，立地条件によって緑化

成績が著しく変化しない工法である。

すじ状施工－一目のあらい布や紙などに種子。肥料な

どを付着させて，これを斜面に30～40cm間隔の筋状に

うめるロンタイ，ロンシー|､，ドハタイ，ガソンなど

や，細長い布袋や紙筒に穴をあけたものに，種子。肥土

をつめたものをすじ状に施工するグリーンベルト，フ・ラ

ントパーなどがある。帯状客土エにくらべれば，土壌条

件のよい堆積斜面でその特性がいかされ，道路法面など

で活用されている。・

面状施エームシロ張り工は地栫を行なった斜面に種

子・肥土を散布したのち,I"1m長さ約5mの目のあら

い特製のムシロで全面被覆するもので，凍上害の著しい

地滞で多く普及している。このほか，紙糸製の緑化網綿

シートと樹脂系ネットによるロンケッl､，耐水性クラフ

ト紙に穴を多数あけた被覆紙（プラントペーパー）など

で全面被覆する工法もある。これらの方法は省力的，能

率的であるが，被覆材料が浮きあがると発芽したものが

被圧状態におかれて不成績をまねくことがあるため，斜

面に密着，かつ定着しやすいものほど効果がすぐれてい

る。

以上の工法は主として人力にたよるところが多いが，

機械力によって能率的に行なう方法としては，圧搾空気

やポンプによって，泥土状の種子・肥土を斜面に散布し

て緑化する吹付播種エ法がある。しかし，治山施工地に

おける一般の立地条件では，作業に必要な大型機械の搬

入が困難であるので，この方法の適用は限定される。一

方，地域的に集中した荒廃地のある場合，あるいは運搬

路の設定に経識を多く要する比較的奥地や標高の高いと

ころなどでは，種子。肥土および被覆剤などをヘリコプ

ターで散布する方法も試験的ではあるが行なわれてb、

る･

'ⅡⅡDIO1IIIIM11IIIIlIFI剛Ⅱ11ⅡⅡMlIIIⅡ'Ⅱ"111IIIIII1lIIIIMIll』I』11ⅡlllllⅡ'Ⅱ'1IIIIIIlulllIl1IMlIIIⅡ$lIlllⅡM1肋'1IIuMl1畑』'''1,''1'川111111Ⅱ帥80lIInI1IIIlllj

誤植訂正

一

下記の通り，調直を訂正し，お詑び申し上げます。，

No.3047月号P､16左柵下から6行

●●

誤21-27｡Cの期間を発生に対する温度

●●●●

正〃菌糸生育〃

,,,鰍IIIUtI1lIlIIIl1uIuI'''''111Ⅱ11'Ⅱ,,,MII'Ⅱ''''8111,,''''111ⅢⅢImnIl1Ⅱ'0111ⅡnIIIlM畑,11'11M川IHIⅡ』uⅡ6111ⅡIIIIl川mlIjlIIIⅡⅡIH1IⅡⅡ,lp1111ⅢIIIIllI1118
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クマの現存溌

第2次生産すなわ．ら森林生態系の消磯者グループの現

存量や数の推定はむずかしいとこの前に群いた。その中

でもセキツイ動物のように動きの活発な大型の動物は大

変むずかしい。しかしなんとかしなければならないか

ら，大略の見当でもつけようというので始めたのが，ク

マの現存量である。

クマの麓については北海道で犬飼さんが推定してい

る。この根拠を聞いて詮たところ，現在捕獲頭数と出産

量がちょうど釣合っているらしく，増加もしなければ減

少もしないということを根拠にして，出産は2年に1度

1頭，雌雄ほぼ同数，それに自然死亡率を考慮して，算

出したものだとのことであった。

クマは日本各地で，特にスギ人エ林荒らしとして知ら

れている。

春先，スギ造林地へ出て来て，根元付近の刷皮をは

ぎ，アマ皮の部分を食べるのである。あんなものを食物

にして大きな体がもっとも考えられぬが，造林地の特に

生長のよい木を選んで，はいでしまう。生長のよしあし

をよく知っているものとつれづね感心して承ているので

ある。

先日の新聞に手ではぐと書いてあったがこれば事実に

反していて，直接1ｺでガリッとやるらしい。幹には歯型

がついている。しかし最初の樹皮のはぎとりはツメかも

わからない。ともかく柵幹の一番大切なところをカジリ

とってしまうので，各地に被害続出である。

この点からも林業上クマの現存童ないし数は明らかに

しておく必要がある。

京都大学の芦生淡習林もクマによるスギ造林地被害で

有名であって，京滋付近でクマの被害があると芦生のク

マが出て来たといわれるほどである。私はその都度クマ

は交尾期以外は雌雄にかかわらず一定のテリトリーをも

っていて，そう遠出をするはずはない。50kmも離れて

いる鞍馬にクマが出たからといって，それが芦生で暮し

ているクマだとどうして断言できますかと抗議を申し込

まねばならない立場に立っている。

四手井綱英

〔京都大学農学部教授〕

そこで芦生のクマの生態を各而から追求することにし

七。

まず地元の狩人にきいて，この谷にはい為かいない

か，いれば何頭かなどを明らかにしようとした。しかし

芦生にも.今ではもう専任の狩人はいない。ようやく聞き

出した綺果がおおよそ50～100“に1頭ぐらい住んでい

るらしいということである。もしそうだとすると4,000

haの芦生演習林には40～|50頭は住んでいるだろうと推

定した。これがいつとはなしに広くつたわってしまい，

一応内地のクマの撰息密度の規準になってしまった。根

拠はす際こ夢る薄弱なのである。そこで私自身も責任を感

じてもっとより真実に近い値を出そうとして現在苦心し

ている。

その一つば今までにクマを捕殺した場所，クマに会っ

た場所を図上に記入する方法である。これは人が通る道

以外ではできないから，過剰に推定することにはならな

いので，推定法としては安全である。捕殺した所，出会

った所は奇妙なことに谷沿いのある箇所に集中してい

る。たとえば宮の森で出会ったなどというのほ非常に多

いのである。どうもクマの平常の住居地域というのはそ

う広くなく，代がかわっても限られているらしい。ひる

ね腱都合のよい場所などというものもあるのかもしれな

い。こうして図上に譜き入れて行けば，少なくとも谷付

近だけはどの位の地域に一頭ずついるかがわかるのであ

ろう。さらに先年白山へいって，クマがペンキ塗立ての

新しい道標をぬきとったり，カジったりすることを知っ

た。芦生でもしらべると，ペンキ塗の木標のほとんどす

べてがかじられている。そこで，林内各所の立木にペン

キを塗り，そのカジリ方や歯型から，クマの鐘を推定し

ようというやり方を考えた。試みに前記の宮の森近くの

広葉樹にペンキをぬらせたら，平ぜいカジらぬブナの木

も歯型をつけているのである。これならある地域にペン

キ塗の柱を立てるか，立木にペンキを塗っておけば，頭

数判定ができる可能性はありそうである。

なぜクマがペンキ塗の木をかじるかは，私はペンキの

ニオイが好きなのだろうと思っていた。というのは，ぺ
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シキはスギやカラマツの樹脂とよく似たニオイがするか

らである。

ところが犬飼さんはテリトリー内に象なれぬものがあ

ると攻撃するのだという説を立てておられる。芦生の古

くからいる造林人夫も同様の説を強調するのである。

このどちらが主原因かは，これからもいろいろな方法

でためして承なければ分らない。

今のところ，白ペンキ塗しか経験がないので，判断す

ることはできない。

一一

'

杭ばかりでなく，ペンキ塗のカンを林内においても，

次ﾉ2rとつぶしてしまうので，私の研究室でやっている土

壊呼吸の測定器などは何度となく被害をうけている。

大きな動物の数や盤の推定は．これか･らいろいろとやっ

て承なければならない。サルのように群生し，人になれ

やすいものは大分楽だし，カモシカのように一箇所にタ

メク｡ソをする動物も，クソをおえば大体推定ができよう

というものである。
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茨爪茨助
［シナリオ，ヴィターコ

1．小杉谷と堀さん

熊本営林局の委嘱で日林協が製作する映画“屋久杉”

の撮影スタッフの一員として，屋久島に渡って1カ月ち

かくになる。烏でほお盆迎えに忙しい日がつづく。島の

お盆は新解でひと月おくれの8月13日から16日までと，

旧のお鋪のふたとおりが今もつづけられている。今年は

新旧のお盆がつづいたために13日から21日まで，小杉谷

製品事業所の伐木，運材や，安房担当区の石塚部落の造

林の仕事は休みになった。1日おきに石塚と小杉谷の部

落の人のために出る林鉄のトロも，お盆には毎日出る。

私たちは寮の廊下からそれをゑる。お盆の墓詣りに故郷

へ帰える山の人盈や，安房の町へ遊びに下りる若い人

で，トロは人がこぼれあようにいっぱいになっている。

屋久島の案内害にはきまったように‘浦の秘境'，とか

．‘幻想の島”といったような文句を使っており，小杉谷

の紹介でも．‘瀞のさと”などの枕詞がつかわれる。ここ

を訪れる多くの人郁まこの言葉で自分なりの部落の姿を

こしらえるらしい，民俗の豊かな，おもしろい伝説がい

っぱい，．といったような……。ところが小杉谷にはその

ようなものを育てるには醗史があさすぎる。屋久島の山

林は，明治維新による版籍奉還，社寺上地についで地租

改正の時，旧藩時代から各部落が引継いで支配していた

共有地の多くが官有林に編入され，それを不満として明

治33年国有林下戻申請書を提出したが，36年不許可とな

り，さらに行政訴訟を起こした。その間実に20年，この

長い裁判も大正9年国の勝訴となった。それから屋久島

の施業案が編成され，今の言葉でいえば団地，すなわち

山で働く人なの部落，小杉谷と石塚ができた。小杉谷は

島内や妖肥，石塚には鹿児島の知覧の人左が集まったと

いう。それから45年ほどしか経っていない。

人間の社会生活はムラ（村)からはじまった。“村”の

語源がムレ（群）だといわれるように，多くの人左は自

然と斗い，生活をよりよくするためにたがいに手をとり

力を録っせてきた。そのような村として，狩猟時代であ

れば鳥獣の多い場所，魚介の豊かな海辺がえらばれる

し，稲作がはじ室ってかってからは村凌は次第に水に便

利な土地に集まってき，その共同の社会から信仰や行事

がおこり，謡が生まれ，今日に受け継がれてきたのだ。

観光の人は小杉谷にそれを求めてくるが，ここにはその

ようなものはない。島では墓地の露小屋の壁に死者が生

前このんだ歌や盃の絵を描き，獄には紫や黄の幟を立て

る特異な習俗が残っ･ている。しかしこの部落には一つの

墓もない。死者はすべて故郷に葬る。だからここの人は

盆には郷里へ墓参に帰るので，部落の行事はなにひとつ

ない。

お盆でひっそりかんとしたある日，私たちは大王杉や

純文杉の撮影に出かけた。その時部落はずれの台地の上

に木の碑があるの象た°アイヌの難に建てる木の墓標の

ような形であったので異様な感じをうけた。その夜，先

導（事業所の指導員）の小田さんがやって来て，山の話

をきかせてくれた時，たまたまこの碑の話になった。

それは堀さんの碑である｡堀さんは大疋,3年から小杉

谷事業所の主任をし，途中何回か栄l1鞍の内命があった

が，小杉谷を電化するまで動かないと，ことわりとおし

て7年間もここにいたという。今どき奇特な話である。

その頃の小杉谷は，まだランプで，安房から上がる軌道

は馬か牛'時に6頭だての犬が引賑っていた｡いま小学
校の校庭の隅の物置小屋は当時部落の共同浴場で，屋久

杉の廃材やヤマグルマで湯を沸かしていた。堀さんの電

化の椛想は誰も知らなかったが，おそらく林鉄を電気軌

道にし，部落に電燈を点ける，というようなものであっ

たらしい。この一念と斗い続けて昭和6年ついに病にイト

れた。死後手文庫から“屋久島の歴史'，の草柵が出た。

その一節に，ウィルソン博士が屋久杉の大株を発見した

11#に，これは3千年の昔，神の時代から生えていたもの

で神の木である。神はすなわち国家である，ゆえに屋久

島の森林は国のものである，といったという博士の言葉

を引用して，屋久島の国有林の成立の歴史にふれた一節

があった，ということである。当時行政訴訟に勝ったと

はいえ，島民の多くがその判決に釈然としていなかった

ことを感じて，筆を執ったのであろう。堀さんは役人と

しての立身の途を自分からことわってまで計画した仕事

の中途でｲﾄれた無念さからか，戦後まで亡霊のうわさが

絶えなかった。その一番の被害者は，堀さんの部下であ

ったSという人で，安房で2期も区長は勤め，今も健在

であ為。木の碑は堀さんを偲ぶものである、

小杉谷から7km下ったところに千尋の滝がある。軌

－25－
9

〆



巳

一

キの空洞に冬眼している熊を気付かず腱，
●●●●

木ごとI脈った話や，鉤にかかったおおよう

（津軽海峡にいる魚）に舟ごと北海道まで

引かれていった増川のこと，加賀の白I.iI下

では釣った岩魚の鱗をはいで十円玉の代わ

りに電話をかけた話など，山では話が次左

とふくれる。

小杉谷で焼酎の相手にその話をはじめる

と，焼酎で眼がすわった顔を，私にすりつ

けて“お前のはなしはこんまい（小さい）

おい，1年400日雨が降るところが世界中

にあるか･･･…”という。そして返事に困っ

ている私に，それ象たかといった得意そう

として，ごろりと戦になった。

へ

道の上から見下ろすと思わず息をのむ絶景だ。それと相

対して，昭和27年に完成した24,000Kwの発電所があ

る。いま林鉄は堀さんが考えたような電気軌道にはなら

ないままで，来年には林道に代わりトラックが通る。し

かし，小杉谷は島内唯一の電化モデル地区に指定され，

洗溌機，テレビ，炊事，風呂まで電気になった。堀さん
も

の亡霊のうわさを知っている人は小杉谷でも少なくなっ

た。これが村としての雁史のあさい小杉谷で唯一の昔話

だろうと，お盆の夜，屋久杉の森で鳴く黒鳩の無気味な

声をききながら，小田先導の話はつきない。

な顔をにゃっとして，ごろりと戦になった。

山では不思議と魚の話が多い。しかし,1,500m以上

の山が10座以上も連なり，花崗岩の111に降った雨は，そ

のまま川に流れ出し，落差のはげしい川は雨のたびに滝

のように落ちてゆく。そのため川に苔が生えず，屋久島

の川には魚は住めないことになっている，という話を熊

本営林局できいたので，こん度は魚の話から解放された

と思って安心していた。ところが宮の浦で鰻の話が出

た。

永田岳をみなもととした宮の浦川は，屋久島特有の落

差の急な谷を流れ落ち，それが中流の造林宿舎のある下

のところから流れが緩やかになり，むかし遮唐使が寄港

したり，島津藩の貿易船が集まったという唐船淵までつ

づくたぬか，魚が住む。鮎と鰻だ。その鰻が大きい，子

供の頭ぐらいで耳が生えているという。鰻の話になる

と，山の人だけでなくタクシーの巡転手まで本気にな

る。釣り上げた鰻をかつぐ．と尾が地面についていたと

か，宮の浦橘の下に鰻がいた，その尾が橘の幅より長か

った，ともっともらしい顔で話す。

ところが，魚の住まない小杉谷に魚がいるのだ。焼酎

のさかなに宮の浦の鰻の話をした，相手の床屋さんの酔

眼が一瞬光って，．‘お前，釣が好きか，すきならよい所

を教えてやろう，ただし焼酎がいるぞ”という。床屋さ

んは，学校の先生，郵便局の局長さんとともに，小杉谷

で3人だけ営林署の仕事をしていない。

小杉谷から4km下ったところに荒川ダムがある｡4,5

年前に鯉や紅鱒を放流して,4,50cmになっている。

老番人がいて密漁を雛視しているが，この老人は焼酎が

好きだ。5合びんで買収でき竿まで貸してくれる。床屋

さんは170尾釣ったことがある。私たちはびっくりして

聞いていたが，後でそれをどんなにして持ち帰ったのだ

ろうということになった。ところが床屋さんは林鉄の機

2．小杉谷の名物男

小杉谷の人はほとんど日本酒をのまない。人からもら

っても台所の裡にほっておかれ，1年でも2年でも邪魔

にされているという。まさかと思うがほんとで，ここで

は焼酎が一番。それも少し濁ったいもにかぎる。1升び

んをあけて，すこしもの足りないので次のびんに手をか

けていたら，いつの間にかそれも空にしていたと，けろ

りとして話す。そんな人との酒の相手が，こん度の撮影

で一番苦手だった。私は国有林の搬影でよく山を歩い

た。美しい森を鍬るたのしさと同時に，谷あいの寮や山

村滞在のおもしろさもすて難い味わいがある。たとえば

大畑の湯の股，増川の実験林宿舎，会津の桧枝岐，木曽

の滝越，飛弾の高根などいくらでもある。

昔から山に生きる人びとが，いのちのよりどころとし

て暮しているそこには，都会にない素朴な自然と人との

調和した，さわやかな時間がある。ことに5,6月ごろ，

山の幸のもっとも豊富に芽生えるとき，炉端にならんで

一夜をおくるたのしさは，森を歩く喜びに劣らず印象ぶ

かい。わらび，うど，竹の子，たらの芽などの山菜の味

わい，そして山人たちと里言葉で，あれこれ，とりとめ

なくかわす話には，山のにおいが濃くしみている。ヒノ

一
一
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関車に来てもらって,積んで帰った,と凉しい顔でいう。

この床屋さんは犬を5，6頭かっている。雑犬らしい

が，この人は優れた猟犬だといい，屋久鹿を食った話を

してくれる。あ為日犬がいなくなったので様子を‘きく

と，永田岳で鹿を追っているでしょう，と得意顔をす

る。4，5日して床屋さんが，、､きのう帰りましたよ，

早速炎を調べたら，鹿の肉があり童した”と報らせてく

れた。その床屋さんに役場から飼犬検査の通知が舞い込

んだ。6頭の犬の税金も安くはないだろうと，私たちは

心配していると．‘なあに，役場の連中が来る5，6日前
から犬をつないでおけば，犬は自由になりたくて気が立

つ，それを検査前に放してやると，鹿をくいに山へもぐ
ってしまいます”愛すべき山の人の知恵である。

3．屋久島の雨

屋久島の雨は想像に絶したものである。ことに小杉谷
では，降った雨の粒が，焼酎のどんぶり(直径15cm)く・

らいにひろがるというが，これは少しはなしが大きい。
しかし，雨が近いと霧がどこからともなくわき，谷を，

山を，部落を包承,5mさきも隠してしまう。すると疾
風のような，実に威勢のよい音を立てて雨がくる｡雨脚
というような風雅なものではなく雨の柱だ。それが3日
もつづくと，金魚鉢の金魚のように，大きな水猛の中を
泳いでいるようだ。私たちはよく寮で洗濯する。脱水機
で水分をとった洗濯物を’廊下に下げる。3日も雨が降
ると水がたれてくる。このような雨も屋久島では珍しく

ないが，宮の浦岳のやぶの中であった時は，ほんとにま

いった。7月27日，1週間もつづいた長い雨と台風がは

れ’撮影日程にそって，29日宮の浦岳から花の江河へ出
発した。重い撮影機材のほかに，5日分の食綴，鍋釜，
テン1､，寝袋となると相当な荷物だ。スタッフ5人と造Q
林の若い人3人が’分けて担ぐ′と，山のような荷だ。小
田先導が“ほんとに登られますか”と不安そうにいう。
後でわかったのだが’先導は天候に自信がもてなかった
ので，そんな言葉で言ったのであろう。私たちは1週間
の雨の憂うつからのがれたいばかりに，今の晴れ間を利
用したい，という'気もちでいっぱいだったから，相手の
言葉は耳にとどまらなかった。小杉谷の晴れた空は，ウ
ィルソン株から大王杉の頃には雨にかわった。縄文杉で

は，いっしょに登っていた人麦も，不安な天気を案じて
引返えしてしまった。あとは宮の浦の別れまで1km,
土砂降りの雨の中を1時間の路だ。宮の浦岳まで5km,

天気なら4時間，雨では予想が立てられない。キャンプ
設営地までピークを5つ越さなければならない。

ここで防水服のズボンをはき，目の前にそびえた胸を

突く急傾斜の第一のピークにかかると，ずっしりと重い

ゴム引きの防水ズボンが，いやという程足にからむ。こ

こを登りつめて，第三のピークの小高塚山まで，山の陵

線を行く，天気なら小杉谷が豆粒ほどに，そして安房の

海が見えるほずが，雨と霧で10m先が承えない，そんな

時忽然と，風雪におしつぶされてずんぐりと戦にひろが

った屋久杉が，霧の中にうかぶのは異様な感じだ。ここ

は巨大な岩場だ，屋久杉の幹を流れる雨を撮影する。

風と雨との斗いに疲れて，第5のピークをすぎた項は

5時をまわった。適当なキャンプの設営地は，腿尺を弁

ぜずといった濃い霧の中では承つからない。強い風でテ

ントを飛ばされる心配もある，不安はつのるばかり，つ

いに屋久笹の薮の中にきめた。雇った案内人は溝がえも

なく，テントの中でふるえるばかり，われわれで食事を

つくり，終わったのが9時すぎ，しかも闇のII､’で．…..。

雨は激しさをまし，テントはいつ飛ばされるかを案じ
て渡つかれない。雨もりをさけるため鉄兜をつけて検に

なると，水が寝袋をとおし，衣類にしみてくる，それを

夢うつつの中に感じている時，コツコツと鉄兜をたたく

ものがいる。野鼠ではない，もすこし大きい手だと，う

つつのうちに思う，するとその獣は首筋に入ってきたｼ

私は寝返えりをうってそのまま眠りにおちた。それは洪

水でねぐらをなくしたもぐらが，テントへ避難してきた
のだろう。屋久島の山には野鼠が多い，黒味でも，永田

岳でも，それに襲われ,鹿の沢小屋では,群をなした野鼠

が，渡ている顔の上をかけ回わるようなこともあった。

屋久島の天気は，テレビの予報ではあてにできない。

私たちはその予報を信じて山の撮影に出・2同とも台風

のお見舞いをうけた。山の人は，島の天候は1kmの範

囲しか予測できないと，そのむずかしさを語る。山では
激しい雨を，天の海が破れたように降るという。そんな

雨も瞬時に晴れて，南国の強い陽射しが，屋久杉の森に
照り映え，まぷしいまでの緑の海を展開してくれること

がある。

屋久島の林業を，太陽と水の林業といった人がある。

ある意味では心憎いまでに適確な言葉である。いま900

から1,000mの山地に植林がすすめられている。その苗
木は海抜100m足らずの安房苗圃で育った屋久杉の苗で
ある。海岸植生地帯といわれる暖かい所から’冬は1m

以上の積雪を象る山地へ苗を植えた場合，雪害や凍害は

うけないものだろうか。また，急激な気象の変化が，植
物生理の面で悪い影響はないかを考える。そんな山地で
．は適当に母樹を残し，天然下種で育った苗に手を加え，

太陽と雨を利用した造林を私は想像して承る。素人らし
く……。
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秋を鳴く

シカの声

山の秋はシカの声とともに深童っていく，といっても
過言ではないだろう。小倉百人一首にも，猿丸大夫の
「奥山に紅葉踏象わけ鳴く鹿の声きくときぞ秋はかなし
き」と，欝撰法師の「わが庵は都のたつ承鹿ぞすむ世を
うぢl.IIと人はいふなり」の2首がある。百人一首には，
ほかの励物もよまれているが，同じ動物で2首あるのは

シカだけで，ホ1、トギスにしろ，チドリにしろ，それぞ

れ1首ずつである。これから象ても，いかにシカが古く
から日本人の生活に密着していたかがわかる。

林業とシカ，これは深い関係にある。その代表的なの

山梨県側は特別の保護を加えていないから，猟期になれ

ば，ハンターはこの山系でどうどうとオスだけは射つこ

とができる。利口なシカは，猟期になると安全な神奈川
県側に移動して生活.している。そこで，山梨側のハンタ

ーは神奈川県内に入り，シカを山梨側に追いだしておい

て，ズドンとやる戦法をとっている『このたぬか，いつ

の間にかシカは神奈川県側に多くなり，欺年まえの調査
では1,000頭を越していると推定された。

シカは警戒心の強い，おく病な動物であるから，はじ

めは山中に生活していて，なかなかその姿を見るのも容

易ではなかった。ところが，なかまがふえると，しだい

に山ろくにも現われ，危害の加えられないのがわかって

きたいまでは，自動車道路を横切るものもいる。よろこ

んでいるのは，東京や横浜あたりの動物愛好者である。

泊りがけでシカを見たり，鳴き声をききに行ったりして

いる。これとは反対に，こまっているのは山林所有者で

ある。とくに，山ろくにある個人所有林の被需は，年と

ともに増加するので，ついに悲鳴をあげてし窟い，県当

局に捕狸を申請するに至った。県当局もすてておけない

ので，典林省の許可をうけて射殺することになったが，

これをきいた繊浜の子供たちが，職すのはかわいそう

だ，いけ捕ってほしいという希望がだされたから予定を

変更して，いけ捕ることになった。しかし，それは容易
ではない。考えあく゚ ねたすえ，シカの通路に網を張って

おいて，追い込む方法をとることになった。しかし，結
がドイツ林業である。狩猟が林業の主要な

一部になっているこの国では，林業家のシ

カに対する愛溶は想像する以上である。日

本の林学はドイツに学んだから，明治から，

大正にかけてはこの思想が流れていて，狩

猟やシカの研究をするひとがいた。その代

表は川瀬繕太郎博士である。大正12年に出

版した「しか」は，不朽の名著になってい

る。また東京大学の千葉減習林でも長らく

シカを飼っていて，中島道郎博士の飼育試

験報告が発表になっている。その後は，林
学関係者の研究がたえているのは残念なこ

とである。ところが，近ごろになって，ど

うしてもシカを調べなければならなくなっ

てきた。それはシカの被害が多くなったか

らである。なかでも，神詞||，山梨両県に葛
山系のうち，神詞1I県側がひ酔いか高下患ン

山梨両県にまたが‘っでめっ。唾かでも，神奈川，山梨両県にまたがる丹沢果は1頭も捕えることができなかった。いま，つぎの新
山系のうち，神奈川県側がひどいからである。戦法を考慮中というところであるから，この問題はまだ
神奈川県では，この山系のシカの保護増殖についてはまだ尾をひきそうである。これにはシカの研究がどうし
昭和のはじめごろから意をそそぎ，シカの飼育場を山ろても必要になってくる。
くに設けたり，揃独を禁止したりしてきた。ところが，シカといえば，奈良公園があまりに有名である。その
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由来をたずねてゑると，奈良時代のおわりにあたる神護
景雲2年(768)に，春日神社の祭神である鹿島明神が白
いシカに乗って，東国の鹿島神社，いまの茨城県鹿島郡

鹿島からやってきた故事によるものらしい。いらい，奈

良の春日神社ではシカを神のお使いとして大切にしてい

る。このシカも，いま.では1,300頭を越すほどふえてい

る。このため昨年度は交通事故にあったものが135頭も
いたというから，公園のシカものんびりとばしていられ

ない時代になったわけである。もっとも奈良公園は630

ha.であるから,1haあたり2頭の密度になる。これで

は，えさをもらうにしても，生活環境としてはよくない
から，公園を脱出して郊外へ遊びに行くものがいる。こ
れらのシカが交通頚故をおこすことが多いらしい。

奈良のシカは毎年10月中旬になると，オスの角切りが
行なわれる。いまでは観光的な行事になっているが，ふ
るい歴史をもっていて，徳川時代の寛文]‘1年（1671）に
はじまっている。この*|蟻は，秋になるとオスが発情し

て気が荒くなり，見物人を突くことがあるので，そのま
えに切り落してしまうのにはじまった。

シカが発情するのは秋である。しかも，ちょうど紅葉
のころであるから，シカとも詮じはつきものとなってい

る。このころになると，オスは見'勝しのきく尾根のあた
りで鳴く。もちろん，メスに自分の存在を認めさせ，さ
そい寄せるためである。広い山のなかでも，メスによび
かける絶好の場所というものは，そうたくさんはないか

ら，オスたちはその場所をとるために，文字どおり角突
きあわせての争いをする。そのため深い傷をうけるもの
も少なくないし，片方の角を失なうものもいあ。とにか
く，血鍬どろの戦いが行なわれるのである。不幸にして
敗れたものは，ほかのよくない場所に移って行かねばな
らない。宮城県の金華山では，ときおり対岸の牡鹿半島
に泳ぎ渡るシカがいるそうである。おそらく，この失恋
のオスであるかも知れない。

勝利を得たオスは，その場所を耐果して鳴きつづけ，
それをきいて寄ってくるメスをつぎつぎと自分のものに
してしまうから，一夫多妻の生活をするわけである。し

たがって，この時期には数頭から20頭く・らいの群れをつ

くっている。これを「ハード(head)」とよんでいるが，
j人間の場合の「ハレム」と同じ意味からであろう。交尾
は12月までに終り，しずかな生活にもどり，翌春には愛
の結晶がうまれる。妊娠期間は250日弱である。そのこ

ろに，オスの象徴である角は，ぼろりと落ちてしまう。
シカの角は，年齢にしたがって枝分かれするから，角

を見ただけでそのシカの年齢がわかる。すなわち，当歳
のものは角がなく，2歳になると，こぶ状になる。そし

0

て3歳になって，はじめて1校がでる。4歳になると2

枚，5歳で3枚，6歳で4校になるのが普通である。も
りろん，例外はたくさんあるから，かならずしも型通り
に判定はできない。

シカは，ご存知のように，夏と冬とでは毛色がちがう
のである。夏毛のものには，ぜんしんに大きい白斑があ
って美しい。それが冬毛になると，その白斑がなくな
り，いわゆる鹿色（かげ）になってしまう。紅葉のころ
のシカは，もう冬毛の地味な毛色になっているはずなの
だが，日本画にはよく白斑のある美しいシカが描かれて
いることがある。これでは，夏服で紅葉狩をしているよ
うなもので，シカもさぞかし寒かろうが，その間の事傭

を知ゑている者にとっては心寒い思いである。もっと
も，近ごろの抽象派の画家だったら，そんなことは問題
にしないであろうが。

世界のシカは，いま180種ぐらいになるが，そのうち
でも日本産のものは美しいので，イギリスでは輸入して
山野に放して増殖しているほどである。わが国には，北
海道にエゾシカ，本州にホンシュウジカ，そして四国・
九州とその属島にキュウシニウジカがすんでいる。この
うち屋久島のものは，とくに小形なので九州のものと異
なるとする研究者もいる。これらのものは，北にいるも
のほど大型になるのはおもしろい。したがって，エゾシ
カは同じニッポンジカのうちでも見事である。
富士山のシカは，すこし毛色が赤いのでフジアカシカ
とよぶひともいるが，この地域のものは明治36年の大雪
で死んでしまった。シカにとって深い雪は苦手である。
棒のようなあしは雪にもく．ってしまうからである。富士
山の場合も雪であしの皮をむき，血だらけになっている
のを捕えられた，ということである。それ以来，この山
にはシカはいなくなったのであるが，近年になってよう

やく愛臓山系あたりから移りすんできて，山梨県側でも
見られるようになってきた。もちろん，むかしのフジア
カシカとよぷものではない。

いまや，富士山は日本の富士山から，世界のフジヤマ
になりつつある。そこに，たくさんのシカが遊んでい
て，観光霧の目をたのしませることができたら，まさに
世界的な観光地である。風景が美しいだけでは，もう過
去のものなのだから，積極的にシカなどの増殖を図らな
ければいけないと思う。
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雫会員･2広場

台湾の森林と治山

康佐栄

〔台湾省林業試験所六亀分所技術課長〕

台湾は中国大陸から約150km離れた所にあるサツマ

イモの形をした島である。南北の長さは384km,東西

は144kmで，総面積35,760km2のうち％は山岳地とな

っている。しかも，新高山(3,997m)をはじめとして

3,000m以上の山が30もある。このように山地が広く，

薑た，東西の距離にくらべて標高の大きい中央山脈が南

北に走っているために山地災害が非常に大きな問題とな

っており，私共も数年前から水土保持の問題として山地

防災の試験を行なっている。そこで台湾の自然的条件，

造林の状況などを記し，台湾での山地防災上の問題点に

ついて2，3ご紹介したいと思う。なお,本文の一部は国

立林試関西支場で開かれた山地防災談話会(1967,7/12）

で報告したものである。

1．自然環境

まず，台湾の地形を概観しよう。中央山脈は台湾の南

北の長さと同じくらいで東海岸寄りに走っている。した

がって東側の太平洋岸は非常に険しい。一方，西側には

沿海平原が形成されており，これが台湾総面稜の粥を占

めている。山地は一般に険しく平均の傾斜は45％以上

で，高山地区では100％をこすものもめずらしくない。

また標商1,000m以上の地帯が国土の30影以上を占め，

100mから1,000mの間に37%がある。河川の流域面職は

比較的小さく，151河川のうち105(70％)は100km2以下

である。主要河IIは19で，このうち13|は平均勾配1:50

以上の急流をなしており，降水時の水位上昇開始からピ

ークまでの時間は10～30時間が普通である。本島は地質

学的には比較的新しい時代に形成されたものであり，東

部太平洋岸は沈降しているが，西部台湾海峡側はやや隆

起性があって100年に18cmの上昇が見られる。また，本

島では地震が頻繁に起こり,しばしば断層が形成され,基

岩の破砕作用もはげしい。このことは気象条件とともに

高山地区での山地崩壊の多発および激しい土壌侵食の一

因となっている。気候的には北部が亜熱帯性で南に下る

にしたがって熱帯性気候に近づく。東北部は普通，年を

通じて比較的一様な降水があるが，西南部では10月から

翌5月にかけて蕊季となる。また，春季には全島的に無

降水状態となることもあり，利水上の問題点となってい

る。本島の年雨量は平均2,500mm,西南部で1,500mm

北部には6,000mmをこすところもある。この雨鼠の大

部分は7月から9月にかけての台風によるものである。

台風は年に2～8回の頻度で来襲し,1日雨量は375mm

をこすことが普通である。台風のほかに局地性豪雨（ス

コール)があり時雨量100mm以上のものが年に数回も発

生する。このため台湾では降水量および降職強度の世界

最高記録をもっている。すなわち，大正2年7月19日，

20日の阿里山での降水鯉は1,671mmに達し，また，昭

和34年8月7日のいわゆる8．7大洪水の時，雲林県大

湖山に溶いて10分間70hlm,30分階|jlO8mm,60分間176

mm,3時間346mm,7時償640mmの降水灘を記録し

た。このような降水条件のため大規模な水害，山崩れな

どの土砂流出による被害が大きい。8．7大洪水では農地

の％が被災し死傷者1,000人以上となり損失金額は約1

億ドルであった。

2．森林および土地利用

本島面積の55％は林地である。林地の大部分は標高

300m以上にありその72%は広葉樹林である。林相は一

般に不良で経済価値も小さい。標高1,600m以下の地帯

には竹林が分布している。竹林は経済伽i値が高く，ま

た，密生し落葉が多く，根系と土壌との結合力も大きい

ので林地保談の点からも有用な樹種である。伐採跡地，

火災跡地，草生地，荒廃地および経済価値の低い林地に

は毎年35,000haの造林が行なわれている。植栽樹種は

吉野スギ，コウヨウザン，マツ類，ヒノキ，チーク，ア

カシヤ，モクマオウ，タガヤサン，クス，マホガニー，

シタン，ユーカリなどである。沿海地帯には防風用ある

いは飛砂防止用としてモクマオウが多く植えられてい

る。所有形態別では林地面稜の72影が国有林で残りは保

留地（高砂族に対する開放地)，不要存置林野（岩石除

地)，公有林,私有林である。国有林のうち380,000haが

保安林で法律上伐採や開墾は禁止されているが無断開墾

や盗伐などの問題が生じている。農地1,000,000haの

う､ら，水田560,000haについては防災上の問題は少な

いが440,000haの畑地および38,000haの農用林地につ

いてはつぎのような問題がある。畑地の大部分は丘陵地

あるいは急傾斜の山地にあって，茶，パイナップル，バ

ナナ，香水ガヤ，キャサバ，サツマイモ，ピーナッツ，

ミカン，サトーキビなどを栽培している。畑地では容易
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に土壌が露出するので侵食作用が激しい。このため山腹

斜面に等高線にそった階段を作り，排水路を備えて侵食

を防止している。こ流を水玉保持の処理と称している。
lﾉ労苛じながぢ溌近ほ了標高2j.000m前後，傾斜45.の林

地に惠で侵入し無断開墾を行なってバナナやキャサバを

植える例が多く，しかも，水土保持の処理をしないので

上壌侵食が激化している。このような土地は120,000ha

もあり，そのうち27,000haは国有林である。高砂族の

ための山地保留地では伐採撰放年間焼畑として耕作し，

地力が衰えると放棄するのが普通で，これも土地保全の

うえで問題となっている。台湾の繕人口は昭和42年現在

で13,547,“1人である。したがって人口密度は379人／

km2であるが，平野地区では1,000人/kmg以上となって

いる。そのうえ毎年3.5％の人口自然増加がある。この

ため海岸砂地の利用， 河川敷の開発，施肥

よる農業生産の向上

や土地改良に

いる。それになどの努力が払われている。

もかかわらず耕地は工業用地，道路敷に転用され，丘陵
地でも道路やダム用地として農地が収用されるので，侵
食をうけやすい急傾斜地の耕地は今後ますます増加する
ものと思われる。

3．治山上の問題点

現在の台識で殿も重要な問題は洪水，土壌侵食および

七砂の堆穣である。この問題を便宜上標高別に3地区に

分けて記してみよう。

3-1．平原地区（海抜500m以下):この地区では治山上

の問題は割合に少ない。

3-1-1．艇地：大部分は水田であって大量の降雨を貯溜

する効果があり，侵食が少ないだけでなく洪水防止の効
用をも持っている。

3-1-2．都市：者i姉，村落，道路，軍事基地および工業

用地であるが雨水の浸透が少ないので洪水対策上の問題
地区である。，

3-2．低山地区(海汝500～1,500m):この地区は治山上

かなり重要な問題地区である。昔はほとんどが広葉棚林
または針広混交林であったが，人口増加の圧力をうけ現

在では大部分が農地(200,000ha)として利用されてい

る。

3-2-1．農地：水田よりも畑地が多い。畑地では階段式

の植栽，排水路，敷わらなどがかなり普及していて土壌

侵食による被害を防止している。しかしまだ上下方向の

植栽のようだ不合理な土地利用が多く，地力の減退や洪
水,土砂流出などの原因となっている。林地の無断開墾
地もこの地方に多く，そこに植えるバナナやキャサバは

土壌を保謹する作用が少ないので加速度的に土壌侵食が

おこっている。また，保留地の一部もこの地区にあり，

その焼畑耕作の結果は無断開墾地と同様で流域管理上の

ガンとなっている。

3-2-2．林地：林相は不良で山地防災的に見ても理想に

はほど遠い。以前は薪炭材の択伐作業を行なった林地が

多いが，農民は自家燃料として落葉落枝を持ち出すほ

か，亜熱帯や熱帯性の気候条件であるため宥機物の分解

作用が早く，林地は裸出している。しかし，竹類は密生
し竹林の林相は良い。また，崩壊地にはソウシジュを植
栽す潟が，その成長は良好である。比較的標高の大きい

地区では吉野スギ，コウヨウザンが防災的にも木材生産
からも有用な樹種である。

3-3．高山地区（海抜1,500m以上):この地区には200

万haの森林がある。

3-3-1保安林：水源かん養林，土砂定止林などであり

国有林の弘(379,300ha)を占める。地形が峡しく土の浅
い所が多く，禁伐で保護するとともに造林を行なってい

るので，崩壊地を除けば林木による被覆は良好である。

3-3-2．伐木：交通が不便であるため経済林のうちの小

部分しか伐採されていない。しかも長期択伐方式をとっ
ているので大面積の土壌の裸出現象は今のところ認めら
れない。

3-3-3．山崩れ：この地区では山崩れが最も重要な問題
である。前に記したような地形的，地質的および気象的
にシビアな条件の下にあるので毎年数多くの山崩れが莞

生する。

一度，山崩れによって土壌面が現われると，豪雨によ
って多量の土砂が容易に流去して溪流を蝿め，ついには

平原地区に移動して災害発生の原因となる。本地区には
新しく横断道路が建設され，また，現在も施エ中の所が
ある。このような道路は豪雨の際に崩壊しやすく，山崩
れの原因となりやすい。このように道路築造の際の崩蛾
防止も重要な問題となっている。

あとがき

以上のような問題点をうけて，台湾では3年前から森
林の効果に関する集水区試験を開始した。20～|50haの
広さの流域5つに量水ダムを設憧し,10年間の処理前観

測の後に流域ごとに異なった方法で伐採を行ない，森林
の治山的な効果を調べるものである。台湾ではこの種の
問題は始まったばかりでもあるし，今後ますます重要で
もあるので量水技術についても一般の治山技術について

も皆様のご教示を得たいと願うものである。

‘参八JMS
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下記の本についてのお問い合わせは、当協会へ

の鰕喧一
新書 コーナー

書 名’著者

武居鵬雄編鶏撫'0基認疑鍬
4－3－5）

田中周著晶錨版(〃）450円(〒100）

A5判・上製本函入・248頁
上田実著1,500円(〒80）

農林出版（東京都港区新柵
5－33－2）

林業と肉用牛経営

林業技術ハンドブック
採穂園

編集：林野庁

新書版862ページ

定価1,100円70円

発行：全国林業改良普及協会

（東京都港区赤坂1-9-

13三会堂ビル）

集材機架空索の設計
一疲労と損耗対策一

一

古書はとかく売切れになりやすいので，ご注文は前金でなしに，お申し込承に

対し在廊の有無，送料をこ返事いたしますから，それによってご送金下さい。

林業においても各分野の専門化が

進んで来てはいるが，林業の特殊性

から実際に業務を担当する人には広

範な知識を要求される場合が多い。

本掛は，そのような要求を

I林莱経営

Ⅱタネと苗木

Ⅲ育林

Ⅳ森林保謹

V特殊林産

Ⅵ林業機械

Ⅶ林産化学

Ⅷ木材加工

Ⅸ普及方法

X統計，その他

の10項目についてそれぞれ実行上ポ

イントとなる技術をわかりやすく記

述しており，包括する範囲も非常に

広いことが特色となっている。

小型で表紙も丈夫なものを使って

いるので，日常挑行するのに便であ

る。

常備しておけば役立つことが多い

であろうと思われる好書である。

’
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250円
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1,200円
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1,000円
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林政五十年

図説林業読本
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西沢正久
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堀正之
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学績記念会

山林局

吉田正男

吉田正男

三井計夫

薗部・三浦

Davis

AmericanSocie-

tyofphOtogram-
metry

山内・天野

湯沢銀之助

吉岡邦二

吉田徳治

吉田正男

昭32

昭32

昭38

昭35

昭30

昭34

昭11

昭25

昭5

昭36

昭5

1954
へ■

1960 2,800円

昭15

昭10

昭33

昭36

昭25

１
７
９
Ｊ
ア

５
５
５
５
５

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

2,000円

1,000円

1,800円

1,300円

1,000円

OBO･UOoI8.80.10･l00Ⅱ･8M$｡#IDⅡ｡』1.00.0#｡$8.01･lO6BBQM･加ﾛ加△11△M凸皿舎M△Ⅱ△｡､△M-“-Ⅶ-Eh-n■-m-皿-叩-■T-叩･･･08･DUoU1･柵oIIoIIo0Ue88oI0.086$to00oO8cDMM#oOlDIIDOI60MIOO6も91
＝
■

言買いたい本，売りたい本（古書）の紹介をこの欄で取扱うことにいたしli‐

＝
1ﾛ

ﾐ，ます。
●

＝
②

言売りたい方，書名，編著者名，希望売価(送料込象)，住所，氏名を，｜や
一

電

言買いたい方，その譜名，編著者名，出版元，住所氏名を
二 5
－ ．

言編集室あてお知らせ下さい。‘
■

園

｡

＝ ；目皇ただし，売買はご本人同志直接していただくことにいたします。“
昌

一

ウ
ー

IF

叩ﾜﾛﾛﾏ郡ﾏ卯.叩ﾏ期.叩▽叩=卯TqU▽叩ヮ叩ﾏWUﾏﾛU▽WFP卯▽叩マ叩Tmヮ町▽叩で叩･EBﾏ加ﾏ耶口13▼則･柵.肘■"･ﾜﾛ･･･････Ⅷ-卵一W-叩-Z■▽UWﾏ叩ﾏ卯▽叩でgFW守IBD､｡｡▽em－柵･“･恋ﾏ期･Bg申皿▼叩町F8E｡､1丁

－ 32－

ノ



L

へ

p 密

6◆●“鈎守●妙寺宇や牛争亭。▲▲●｡◆▲▲▲▲▲心▲▲▲▲串◆ら▲▲▲C▲▲▲▲△▲44▲▲の▲今▲心心 走狗、ウヘー－。．

:ざじゅっ痛雑……
g"""酷認冨砺"""6･o･"｡｡｡｡3･

◎農林水産航空に関する国内文献目録

（発行者農林省農政局植物防疫課）

本書は植物防疫課の企画の下に，農林省各局，庁の関

係者によって織成された編集委員によって，つぎの内容
について収録，編集されている。

1期間昭和40年(1965年)までに発表されたもの。

ただし第2次大戦前のものは除く。

2事項農林畜水産業に関係し，航空機を利用した

ものはもちろん，利用しなくても航空機の利用を前提と

しているもの，または，それらに直接関係するものなど

で，試験研究，調査報告，事業報告など広汎にわたって

いる。そのうち林業関係では，野鼠防除，風倒木処理，

害虫防除，樹病防除除草剤散布，山腹治山エ事，索道

資材運搬，運材，基礎調査(落下量その他)，その他，た

だし，空中写真測量関係は含まれていない。

3発表誌など収録した発表誌はきわめて広い範囲

であるが，林業関係の主なるものは次のとおり。

林学会誌，林学会講斌集，各営林局機関誌，林業技

術，北方林業，機械化林業，森林防疫ニュース，都道府

県報告書，航空協会報告襟，林試研究報告，治山研究発

表報告識，その他報告審類。

（配布先，都道府県股林航空事業担当課および研究機

関等）

◎昭和42年（春季）種苗業務資料

林野庁造林保護課（42.7.31)B5249P

林野庁造林保謹課では毎年春秋の2回，優良種苗確保

事業関係の資料をまとめて業務の参考資料として各都道

府県林務部課に配付しているが，本年度の春季の分がま

とめられ印刷された。

資料の主なるものは都道府県別に次のとおりである。

種子生産

(1)41年度末母樹，母樹林現況表(2)42年春種子

需給見込（3）43年春種子需給見込（943年春ま

き付種子所要量（5）42年秋種子結実状況見込（6）

42年公営種子採取事業費単価（7）42年春公営，民間

種子価格（8）種子採取事業功程

苗木生産

（1）41年秋，42年春の山行苗木需給見込（2）山行

苗木の取扱手数料等（3）苗木生産協業化促進事業見

込（4）苗木生産業の現況（5）41年度経営形態別

規模別現況

なお，別冊として(B5,46P)42年春の都道府県苗

木協定価格表がある。

（配付先，笥喧府県，各営林局，国立林試，林木育種

場）

◎林業用除草剤関係文献目録

農林省林業試験場造林部1967.4(B5,30P)

林業試験場に昨年7月，除草剤研究室が設置され，そ

の発足に当たって，いままでの成果を体系的に整理され

たものが本講である。内容は，著者名，題名，掲載書誌

名，発行年度の順に表わし，次の各項目に分類している

1．林地除草剤

1）総説または解説2）除草剤の生化学3）

除草剤の溶解，展着剤4）除草剤の人畜魚貝類にた

いする影響5）雑草木および造林木の生理生態

6）雑草木防除法7）その他

2．苗畑除草剤

1）総説または解説2）雑草および苗木の生理：

生態3）雑草防除法4）その他

（配付先，国立林試支場，都道府県林試，各営林局）

◎アイソトープ利用研究成績年報（昭41年）

農林省林業試験場B5,64P

林業試験場本場では各部をあげてアイソトープ利用の

研究を行なっているが本書はその41年度の成績をまとめ

たものであり，12テーマが集録されている。

1．秋移植されたスギ苗の光合成産物の配分について

2．給水条件を変えた土壌に移植したスギ苗の光合成

14C産物のちがい3.移植前にとりこまれた14Cの

移植後の勤行について4．移植時における燐酸の型

態別施肥位置試験5．林木吸収する土壌中の有効燐

酸A=Valueについての検討6.竹材のグラフト共

重合乳ノ､一ドボードを原料としたクラフト共重合

8．パーティクルボードのクラフト共重合9．

照射時の加熱に及ぼす影響10．耐燃ウッドプラスチ

ックの製造11.WPCの現状について12.中性

子水分計,r線密度計による流域保水量の推定と浸透水

の移動に関する研究。

（配付先，国立林試各支場，都道府県各林試，各営林
局）
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◎43年度林野関係予算

対前年度335億増

林野庁は8月31日，大蔵省に43年

度林野関係予算を提出した。総額は

2千1億9>236万円（国有林野事業

特別会計は歳入分計算）で前年度比

335億9,692万9千円の増である。

これを大別してゑると，一般予算は

前年度比115.1影の85億6,6“万2千

円で，公共事業は前年度比129.9％

の551億104万2千円で，特別会計は

森林国営保険事業が前年度比113.4

影の18億3』800万8千円で，国有林

野事業特別会計は黒字分均衝予算

で，その歳入は前年度比117％の

1,346意7,789万8千円，歳出は前年

度比111.5影の1,299億7,507万円で

ある。

この43年度林野関係予算は，特別

会計を別として，①林道事業の強化

②造林事業の拡充③治山事業の推進

④林業総造改善事業の推進等⑤林業

労働力対策の拡大が五つの柱となっ

て編成されている。

うち新規予算についてゑると，林

業構造改善事業としては貯木場整備

パイロット事業，入会林野整備等協

業経営の推進，林業後継者育成対策

として，団地造林の一還として全国

50カ所に青年の山の整備と他に竹林

の復旧があり，林産行政面では木材

取引改善のための基本調査，林産物

の共同出荷態勢の整備とJAS運営

改善のための登録格付機関，認定工

場の検査強化,JAS市販品の買上

調査,JAS制度の普及等がある。

林道事業では一般林道における補

助率の引上げ(40％を45％に)，造林

事業では補助単価の引上げ，注目す

べきものとしては，廃止，存置で注

目されている森林開発公団の事業が

水源林造成事業では前年度比115.5

％，林道事業では前年度比223.4％

と大幅に,伸びている点である。

◎43年度国有林野事業特別会計

予算の概要

43年度国有林野事業特別会計（国

有林野事業勘定)予算は，歳入1,346

億4,800万円，歳出1,299臆7,500万

円，歳入超過47侭300万円で，これ

は前年度予算に比鮫すると，歳入は

17.0彩増,歳出は11.5影の増となる。

この予算案の特徴は①歳入超過の

黒字予算を編成したこと②保安林の

治山事業は制度的に一般会計の負担

で実施すること③林道，造林等経営

基霊の充実につとめること，の3点

をあげることができる。

すなわち①については，36年度以

降低迷を続けていた木材価格が,40

年度後半から異常な上昇を議せ，そ

の後も強含象で推移を続けてきた背

景から，43年度の木材価格は，41年

度に比較して7％アップして推移す

るとして収入を計上しえたこと，ま

た支出面においては各種事業の機械

化，薬剤化を中心とする合理化の推

進により，経費を節減したことによ

って，虹，2年度の赤字予算編成か

ら脱し，歳入超過の予算を編成する

ことができた。

、②については，国有林内の治山事

業規模は，新治山5カ年計画(案)に

基づき期間内の総投資額を810億と

するが，治山事業のうち特に公共性

が強く一般行政的性桔をもつ保安林

にかかるものを，制度的に治山勘定

で実施することとした。この財源は

猫を限度として特別諭立金引当資金

から繰入れ，残余については一般会

一“－

ゴ

計の負担で実施する方針であ為。

③については，42年度から47年度

ま宅の5カ年の収支の状態を予測す

る‘と，極めて厳しい収支の状態が推

定されるため，この対策としてとく

に林道事業，育林事業をとりあげ，

職極的に経営基盤の充実につとめる

方針であり，改訂全国森林計画に基

づき次のような考え方で実施するこ

ととしたい。(ｱ)幹線林道は奥地林の

開発，公道，民有林林道との路網形

成を考慮した木材および林業労働力

の円滑化，地域開発への寄与等国有

林野事業管理経営の基雛として強力

に実施する。<ｲ)事業林道は伐採の奥

地化，各事業の機械化推進等を考臓

し，伐採計画と密接な関連のもとに

林業諸作業の効率化をはかる方向で

実施する。(ｳ)人工更新面穣は蓄蔽，

成長量の貧弱な天然林および未立木

地に対する早期の人工林化，伐採か

ら更新までの期間短縮を目標として

実施して行く。㈲枝打ちによる優良

材の生産および森林病害虫等防除法

の改正に基づき森林保護に特段の留

意を行なう。収穫堂＝改訂全国森林

計画をペースとする21,4j70千m3(前

年度22,340千m3),官行造林の伐採

量は前年と同量(615千m3)とする。

林産物の販売単価＝従来通り国民

総生産と木材価格指数との相関によ

る推計式を用いて計算し，素材販売

価桔で41年度実綴率単価に比し7％

上昇するものと予定する。

国有林野の活用等=林業と畜産業

との組合せによる土地利用の高度化

を目的とした肉用牛生産育成試験の

2年目にあたり繁殖牛を導入した具

体的実験に入る。

林業振興等のため特別祇立金引当

喪金の一般会計繰入れ＝森林開発公

団に対する出費は新たに公団が借入

する事業経饗の償還財源の一部負担

として43，4年の2カ年度にわたっ

て計84億円の出資を行なう。
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諺攪室
最
近
、
塾
が
流
行
し
て
い
る
。
そ
れ
を
種
類
別
に
あ
げ
れ
ば
珠
算
、
書
道
、
絵
画
、
囲

碁
、
写
真
、
音
楽
、
柔
剣
道
、
茶
、
花
な
ど
あ
っ
て
限
り
な
い
程
で
あ
る
。
会
社
、
官
庁
の

ク
ラ
ブ
も
こ
れ
に
似
た
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
社
会
で
自
分
の
職
業
の
他
に
趣
味
と
し
て
、

何
か
他
の
業
を
修
得
し
て
お
く
こ
と
ば
、
人
生
を
楽
し
む
上
に
必
要
で
あ
る
。
ま
た
正
道
で

は
な
い
が
副
業
を
営
象
、
副
業
を
正
業
に
お
き
か
え
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
便
利
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
趣
味
を
養
う
こ
と
が
心
の
ゆ
と
り
を
感
ず
る
と
い
う
言
葉
で
表

わ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

趣
味
を
養
う
に
は
い
ろ
い
ろ
の
機
会
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
れ
を
続
け
る
に
は
そ
の
人
に
適

応
し
た
知
的
能
力
や
経
済
力
、
時
間
、
精
神
な
ど
の
余
裕
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る

と
、
趣
味
は
余
裕
の
あ
る
人
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
時
間
や
精
神
的
な
余
裕

は
そ
の
人
の
心
が
け
ひ
と
つ
で
ど
の
よ
う
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
時
間
や
労
力

の
さ
け
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
倹
約
を
し
て
貯
蓄
を
ふ
や
す
道
と
通
じ

て
い
て
、
わ
ず
か
な
日
な
の
節
約
が
大
金
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

人
間
の
生
活
で
は
趣
味
と
正
業
と
が
一
致
し
て
い
る
職
業
が
好
ま
し
い
が
、
そ
れ
に
は
利

害
得
失
が
あ
る
。
ま
た
、
産
業
、
文
化
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
職
業
が
分
化
さ
れ
、
専
門
化

さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
正
業
の
奥
義
を
き
わ
め
る
こ
と
も
容
易
で
な
い
。
そ
れ
で
、
趣
味

に
活
か
す
時
間
と
経
費
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
反
面
、
あ
る
時
間
没
頭
で
き
て
正

業
で
の
つ
か
れ
を
い
や
す
趣
味
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
わ
れ
ら
林
業
家

に
縁
の
あ
る
も
の
は
庭
木
、
盆
栽
を
主
と
し
た
園
芸
で
あ
ろ
う
。

私
は
木
で
育
成
と
い
う
言
葉
を
使
う
実
感
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
庭
木
を
い
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
初
め
て
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
芽
生
え
の
木
を
老
木
ま
で
育
て
て
行
く

こ
と
は
子
供
を
育
て
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
い
つ
も
水
を
与
え
、
栄
養
を
与
え
、
徒
長
枝
を

摘
ん
で
、
勢
力
の
弱
い
枝
を
強
め
る
よ
う
に
心
を
配
っ
て
温
く
、
か
ら
く
育
て
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
う
ま
く
行
な
え
ば
行
な
う
ほ
ど
、
り
っ
ば
な
も
の
に
育
っ
て
、

経
済
的
な
成
長
も
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
木
に
愛
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
で
あ
る
。
木
の
美
し
さ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
林
業
人
は
林
木
は
単
に

森
林
の
生
産
に
あ
ず
か
る
形
質
だ
け
を
重
視
し
て
い
た
が
、
樹
木
の
中
に
は
自
然
美
を
形
造

る
い
ろ
い
ろ
の
形
賀
が
あ
り
、
そ
の
形
質
の
方
が
人
間
の
生
活
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
品
種
改
良
の
場
合
も
そ
の
よ
う
な
形
質
が
重
要
で
あ
る
。

個
体
の
部
分
の
形
質
は
個
体
に
通
じ
、
個
体
は
ま
た
集
団
の
形
質
に
通
じ
て
い
る
。
美
の

形
質
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
質
を
把
む
こ
と
が
樹
木
を
愛
す
る
人
を
増
す
方
法
と

い
え
る
。
そ
れ
は
ひ
い
て
山
を
た
の
し
象
、
庭
木
、
盆
栽
を
た
の
し
む
人
口
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
と
な
る
。

最
近
、
公
害
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
団
地
生
活
が
ふ
え
、
ビ
ル
が
ふ
え
て
盆
栽
、

観
葉
植
物
の
栽
培
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ゑ
国
立
公
園
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
の
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
美
の
形
償
に
つ
な
が
り
、
し

か
も
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
木
の
特
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
形
質
を
人
為
的

に
つ
く
り
出
す
方
法
は
り
っ
ぱ
な
学
問
で
あ
る
が
趣
味
と
し
て
も
奥
ゆ
か
し
い
。
そ
れ
は
盆

栽
、
庭
木
の
育
成
か
ら
自
然
公
園
の
育
成
技
術
の
基
礎
と
も
な
っ
て
い
る
。
林
業
に
た
ず
さ

零
謹
鑿
誘
い
蕊
蕊
季
讓
霞
蕊
蕊
壺

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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協会のうごき

◎昭和42年度第6回常務理事会開催

昭和42年9月20日理事長室におい

て開催。

議題(1)専務理事選任について

(2)協会作業棟および草津保養

所について

(3)その他

出席者：星沢，須藤，南里，山村，

竹原，蓑輪,"jil,橋谷，

吉岡
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◎会員1万名増強運動について

会員の動向をゑるに，漸減の傾向

があるので，この際さらに一層PR

をして会員獲得を図るべく,1万名

増強運動を展開中である。協会にお

いて，各支部別の一応の目標数を下

記の通りきめたので，各支部におか

れましては，これを目標としてなお

一層ご協力をお願いしたい。

営林局支部会員増加目標
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カルスロープは当社の長年の研究と

ノ

米国ACCO社との技術提携に依り完成された我国初の結許新製品であり従来の
亜鉛メッキロープで臆到底望めなかった優れた特長を兼ね備える画期的ワイヤ貝一
プです特に林業用船舶用吊橋用ステー用著の他腐蝕環境下に最適です
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新しく工夫をこらしました。

定価100円（送料実費）

予約受付中

配本11月上旬

昭和43年版

林業ノー卜

1

業務上の記録にご利用下さい。

（会議・出張・現地調査他一般事務等，多方面に活用便利）
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包装5J・18′缶入カタログ進呈

東京ファインケミカル株式会社
本社東京都千代田区内幸町1（大阪ピル）電（501）7801代
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馳塑血雪触秒艶脇.弗甚排 ピーール・

PL-4m

4機種そろって《防振ハンドル〉
劇
か

職
噌
鰯
昌

亜

PL-4型は篭《超軽量》しかも《防振》・

疲労を覚えず、あなたの健康は守られます。
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かんたんに伐採できます／

新製品《マイクロビット》は、伐採

量をより多くずるために、特に品賀
やデザインを研究してつくりあげた

力､ってない嵩性能ソーチェーンです。

切れ味は抜群、手入れも簡単。疲れ
をほとんど知らず(ニグングン仕事が

はかどります。《マイクロビッI､》

のチーズを切るようなすばらしい切

れ味を、ぜひお確かめください。

＊お求めはお近くの販売店でどうぞ。
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オレゴンソーチェーン

マイクロビット
‘壁参：琴零 〆
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東京都港区芝琴平町1虎ﾉ門琴平会館内Tel(591)7607
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測量が簡単にできる

獄空中写 測量板

･テンプレート
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57cm

，ﾄノ

－－→点格子（ドット）

1区画100点

（縮尺1/5000で
1点=0.01ha)
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三基準線
／(写真基線と重ねる線）
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－こんな測量はアミ・テンプレートで一

○森林計画お.よび経営計画綱成における小班区画の測量

○国有林収棋調査周囲illl1量

○現地作業が困難な崩壊地の測量

）
！
Ｉ 一こんなに便利一

○従来のアランデル板と点格子板の機能を同時にもち、測

量と同時に実測図と面積が求められる。

○マイラーに比べて非常に透明度が高く測量がしやすい。

○必要な縮尺の実測図を簡単に作られる。

一価格一

発売

一枚850円

元社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7

電話（261）5281振替東京60448番
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雌のｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ日本植生株式会社植生株式会社本ﾝ卜日植生のコンサル
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一営業品目一

植生盤工吹付ェ

植生帯工飛砂防止，

ハリシバタイェ

列-ﾝべﾙIｴ鍋冒’

本社岡山県津山市高尾590のl
東京分室千代田区神田佐久間町3の33(三井田ビﾙ）
営業所東京千代田区神田佐久間町3の33(三井田ピル）
大阪大阪市北区末広町'4番地新扇町ビル
秋田秋田市中通り6丁目7福祉センタービル
福岡福岡市大名1丁目1番3号石井ビル
岡山岡山市磨屋町9番18号（岡山農業会館）
札幌札幌市北4条西5丁目一イビル
名古屋名古屋市瑞穂区堀田通り6-1O平塚ピル
代理店全国有名建材店

本社
東京分室

営業所東
大
秋

岡山県津山市高尾590のl

千代田区神田佐久間町3の33(三井田ビﾙ）
京千代田区神田佐久間町3の33(三井田ピル）
阪大阪市北区末広町'4番地新扇町ビル
田秋田市中通り6丁目7福祉センタービル

(津山代表)7521～3
(.861)3643
(851)5537
大阪(341)0147

秋田（2）7823
福岡(77)0375
岡山(23)1820
札幌(24)5358～9
名古屋(87I)2871

(津山代表)7521～3
(.861)3643
(851)5537
大阪(341)0147

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

癌

睦
『！

ｉ
Ｉ

I
曲一

冬

-ﾛｰFC－－
、ロ一一二一－口一一

○デンドロメーター（日林協測樹器）
価格22,500円（〒込）

形式

高サ125mm

幅45mm

長サ106mm

概要

この測樹器は従来の林分胸高断面瞳測定方法の区画測
量、毎木調査を必要とせず、ただ単に林分内の数ヵ所で、
その周囲360.の立木をながめ、本器の特徴である。
プリズムにはまった立木を数え、その平均値に断面被定
数を掛けるだけで、その林分のllla当りの胸高断而積合
計が計算されます。
機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高|W而被測定、水平距
離測定、樹高測定､傾斜角測定が怖単にできます。
磁石で方位角の測定もできます。
プリズムの種類

K=4壮齢林以上の人工林、天然林、水平距離測定、樹
高測定

K=2幼齢林、薪炭林、樹高測定
（水平距離設定用標板付）

■
●
●
。
●

用
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

途

ha当りの林分胸高断面獄測定
水平距離測定

樹高測定

傾斜角測定

方位角測定

鶴

定
価
八
十
円
送
料
六
円

社団
法人 日本林業技術協会
（振替・東京60“8番）

東京都千代田区六番町7
電話(261局)5281(代表）～5

｜
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